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まつのやま（哺

警察官A（大卒）募集！

　新潟県警察では、郷土の治安を守る男子警察官

　を募集中です。

1．受付期間

　5月29日（潤～7月21日（月）まで

2、受験資格

　（1）昭34。4．2～昭40．4．1までに生まれた

　　男子

　（2）学校教育法による大学（短期を除く）卒業し

　　た者、又は昭62．3．31までに卒業する見知

　　みの者。

3、採用予定日

　　昭和62年4月1日

　詳しくは、安塚警察署（電話2－3121）又は、

最寄りの駐在所へ

松之山駐在所　松木巡査部長

こ
よ
み

▼
五
月
の
で
き
ご
と

N
T
T
よ
り

電
話
が

　
か
か
ら
な
い
と
き
は

◎
ま
ず
点
検
、
そ
し
て
局
番
な
し

　
で
二
三
番
へ
修
理
を
ご
依
頼

　
く
だ
さ
い
。

▽
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
、
次
の

　
事
．

○
受
話
器
は
は
ず
れ
て
い
ま
せ
ん

　
か
？

○
コ
ン
セ
ン
ト
が
抜
け
て
い
ま
せ

　
ん
か
？

○
電
話
機
が
壊
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

○
受
話
器
を
と
っ
て
も
発
信
音
が

で
て
こ
な
い
。

○
発
信
は
で
き
て
も
受
信
が
で
き

　
な
い
。

○
雑
音
が
人
っ
て
話
が
で
き
な
い
。

▽
も
し
も
災
害
が
発
生
し
た
ら

o
被
災
地
の
様
子
は
、
ひ
と
ま
ず

　
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で
確
か
め
て
．

O
混
み
あ
い
ま
す
か
ら
、
話
は
手

　
短
に
．

○
緊
急
の
連
絡
は
緑
・
黄
・
占
の

　
公
衆
電
話
か
ら
優
先
的
に
か
か

　
る
し
く
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

▽
い
た
ず
ら
・
い
や
が
ら
せ
電
話

　
な
ど
で
困
っ
て
い
る
方
は
、
ご

　
遠
慮
な
く
、
近
く
の
電
話
局
に

　　　　　　　　　　　　　　　　　戸一　　、＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、急ご

い＿．態 ．．一」

豪
雪
対
策
本
部
解
散

遺
族
会
代
議
貝
会

、
、
・
二
ト
マ
ト
栽
培
研
修
会

ク
リ
ー
ン
大
作
戦

観
光
協
会
総
会

体
協
理
事
会
・
評
議
貝
会

松
之
山
温
泉
ま
つ
り

（
侶
日
ま
で
）

民
生
委
員
協
議
会

郡
体
育
指
導
員
研
修
会

野
鳥
集
会

探
烏
会

早
朝
野
球
開
会
式

農
業
委
員
会
総
会

森
林
組
合
総
会

郡
民
生
委
員
協
議
会
総
会

大
厳
芋
牧
場
開
牧
式

県
野
鳥
保
護
の
集
い

探
鳥
会

議
会
総
民
委
員
会

議
会
建
設
委
貝
会

（
1
4
ロ
ま
で
）

議
会
産
経
委
貝
会

免
許
証
史
新
手
続
き

（
松
代
総
合
セ
ン
タ
；
）

町
総
合
検
診
（
28
H
ま
で
）

30

日
　
議
会
定
例
会
（
1
日
ま
で

　
　
予
定
）
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松
之
山
に
も
い
い
季
節
が
や
っ

て
来
ま
し
た
．
湯
山
の
大
樫
も
厳

し
い
風
中
、
に
耐
え
、
ワ
イ
ヤ
ー
に

支
え
ら
れ
な
が
ら
も
緑
い
っ
ぱ
い

の
若
葉
を
茂
ら
せ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
六
月
の
メ
イ
ン
は
総
合

検
診
。
め
ん
ど
う
が
ら
ず
に
受
け

て
く
だ
さ
い
。
今
の
世
の
中
、
健

康
だ
け
が
頼
り
で
す
．
今
年
は
各

ガ
ン
検
診
も
是
非
受
診
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

　
早
朝
野
球
が
始
ま
っ
て
ま
す
。

見
学
す
る
人
い
ま
せ
ん
か
あ
～
。

広
報
ま
つ
の
や
ま
8
6
年
6
月
号
ロ
毎
月
－
回
m
H
発
行

・
発
行
宙
意
町
葛
－
－
－
－
泊
墾
／
調
会
陣
鵬
哩

広報

　
　
　
　
　
●

震盛冒
～

璽
馬
闘
・

環
．

・
．
4
可
メ

舞
禽
」

曳
艦
鰻
、蛋．

“
6
鴫
、

餐

　う示

ク
、が

く爵、・

移
・
、

ノ
位
だ
！

　　　　19867月号（N、125）

□女2，205人（一1）□世帯数1，258戸（＋3）

　争　　　　　〆〆皿

松之山小学校運動会
胤

7月1目現在　口総人口4，298人（±0）□男2，093人（＋

（　）内は6月1日との比較
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61年度一般会計補正予算
7，648万1r・円追加

総
額
二
四
億
七
、
六
二
九
万
八
千
円
に

　
六
月
｛
疋
例
議
会
が
六
月
三
十
日

開
催
さ
れ
、
上
程
さ
れ
た
二
十
三

議
案
が
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。　
今
回
の
議
会
で
は
、
六
十
年
度

一
般
会
計
・
国
民
健
康
保
険
及
び

老
人
保
健
特
別
会
計
の
最
後
の
補

正
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
昭
和
六
十

一
年
度
、
第
一
回
目
の
補
正
も
行

わ
れ
ま
し
た
．

　
新
年
度
一
般
会
計
補
正
で
主
な

も
の
は
、
湯
山
集
会
場
建
設
事
業

費
に
千
七
百
六
十
八
万
円
（
う
ち

千
五
百
五
十
万
円
地
元
負
担
）
・

一
般
コ
ミ
ニ
ュ
テ
ィ
事
業
助
成
・

湯
山
大
神
楽
保
存
会
二
百
万
円
・

衆
議
員
選
挙
関
係
百
八
十
四
万
円
、

苗
代
・
農
道
除
雪
等
の
豪
雪
対
策

の
補
助
金
千
四
百
三
十
八
万
円
、

ま
た
、
マ
ッ
ク
イ
虫
の
被
害
で
切

り
倒
さ
れ
た
”
夜
泣
き
松
”
の
所

に
、
替
わ
り
の
松
を
植
え
る
た
め

四
十
万
円
が
。
農
業
生
産
基
盤
整

備
事
業
と
し
て
、
湯
本
小
屋
平
地

　
四
千
円
追
加
し
て
、
総
額
二
億

　
二
、
八
八
九
万
五
千
円
と
す
る
。

▽
昭
和
六
十
一
年
度
老
人
保
健
特

　
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
回
）

〇
三
八
七
万
八
千
円
追
加
し
て
、

　
総
額
二
億
三
、
〇
七
七
万
四
千

　
円
と
す
る
。

▽
昭
和
六
十
一
年
度
簡
易
水
道
特

　
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
回
）

〇
一
二
六
万
四
千
円
追
加
し
て
、

　
総
額
五
、
八
三
五
万
三
千
円
と

　
す
る
。

▽
農
業
共
済
特
別
会
計
の
補
正
（
第

　
｝
回
）
は
、
事
業
費
用
内
の
補

　
正
の
た
め
総
額
に
変
わ
り
は
な

　
い
．

◎
昭
和
六
十
年
度
農
業
共
済
事
業

　
決
算
が
審
議
さ
れ
、
三
、
九
一

　
五
万
四
、
八
○
○
円
の
決
算
が

　
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

区
に
千
七
百
万
円
。
道
路
台
帳
整

備
に
四
百
八
十
万
円
な
ど
、
総
額

七
千
六
百
四
十
八
万
円
の
補
正
が

さ
れ
ま
し
た
．

　
一
般
質
問
に
は
、
田
辺
尚
二
・

高
橋
英
一
・
本
山
一
夫
議
員
が
質

問
に
た
ち
、
町
長
の
考
え
方
を
た

だ
し
ま
し
た
。
尚
、
議
会
報
は
年

二
回
の
発
行
（
今
度
は
九
月
）
の

予
｛
疋
で
す
．

．
．
…
．
．
…
三
…
．
…
三
…
ま
…
．
8
§
三
…
．
・
…
．
…
冒
．
一
…
．
一
…
．
一
…
三
…
…
圭
…
茎
Σ
8
葦
…
毒
…
…
三
…
岳
言
。
一
…
孟
言
・
…
三
…
三
…
・
…
言
・
差
三
…
三
睾
7
…
署
…
一
ま
…
三
…
蕊
奪
昌
董
…
τ
畠
3
歪
…
7
…
Σ
…
三
…
三
…
差
琴
…
7
§
宝
…
三
董
蓄
。
奪
§
葦
崔
7
垂
三
…
。
§
…
馨
’

審
議
可
決
し
た
主
な
事
項

◎
予
算
関
係
（
旧
年
度
分
）

▽
昭
和
六
十
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
八
回
）

〇
二
、
〇
二
二
万
三
千
円
を
減
額

　
し
て
、
予
算
総
額
を
二
五
億
二
、

　
三
一
九
万
四
千
円
と
す
る
。

▽
昭
和
六
十
年
度
国
民
健
康
保
険

　
特
別
会
計
予
算
補
正
（
第
五
回
）

Q
事
業
勘
定
、
二
万
三
千
円
を
追

　
加
し
て
、
総
額
三
億
二
、
〇
五

　
九
万
九
千
円
と
す
る
。

○
診
療
所
勘
定
、
八
九
五
万
三
千

　
円
を
減
額
し
て
、
総
額
二
億
、

　
五
四
八
万
七
千
円
と
す
る
。

▽
昭
和
六
十
年
度
老
人
保
健
特
別

　
会
計
補
正
予
算
（
第
三
回
）

〇
二
五
二
万
六
千
円
を
減
額
し
て
、

　
総
額
を
二
億
三
、
一
七
九
万
七

千
円
と
す
る
．

◎
予
算
（
新
年
度
分
）

▽
昭
和
六
十
一
年
度
一
般
会
計
補

　
正
予
算
（
第
一
回
）

〇
七
、
六
四
八
万
一
千
円
追
加
し

　
て
、
総
額
二
四
億
七
、
六
二
九

　
万
八
千
円
と
す
る
。

▽
昭
和
六
十
一
年
度
国
民
健
康
保

　
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一

回
）

o
事
業
勘
定
　
三
、
七
二
二
万
一

　
千
円
追
加
し
て
総
額
三
億
八
、

　
一
四
五
万
三
千
円
と
す
る
。

o
診
療
所
勘
｛
疋
　
一
、
三
八
九
万

補
正
予
算
の
主
な
使
い
み
ち

▽
議
△
云
費

○
議
員
報
酬
の
引
き
上
げ
に
よ
る

増
　
　
　
　
　
一
一
〇
万
円

▽
総
務
賛

○
湯
山
大
神
楽
保
存
会
助
成
（
自

　
治
宝
く
じ
還
元
）
二
〇
〇
万
円

o
湯
山
集
会
所
建
設
事
業
（
道
路

　
改
修
移
転
）
一
、
七
六
八
万
円

○
衆
議
院
選
挙
関
係
費

　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
四
万
円

▽
民
生
費

o
松
之
山
保
育
所
安
全
棚
設
置

　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
万
円

○
幼
児
用
体
重
計
　
四
台

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
万
円

▽
農
林
水
産
業
費

o
豪
雪
対
策
（
苗
代
・
農
道
消
雪

（3）まつのやま

　
等
）
　
　
　
一
、
・
四
三
八
万
円

o
特
別
緑
化
事
業
委
託
料
（
水
梨

　
地
区
）
　
　
　
　
　
一
一
二
万
円

o
森
林
組
合
補
助
金
一
七
〇
万
円

o
林
道
大
厳
寺
か
ら
山
伏
山
線
舗

　
装
工
事
　
　
　
　
六
九
八
万
円

○
県
単
農
業
基
盤
整
備
事
業
（
湯

本
小
屋
平
地
区
）

　
　
　
　
　
　
一
、
五
七
〇
万
円

▽
土
木
費

o
道
路
台
帳
整
備
委
託
料

　
　
　
　
　
　
　
四
八
○
万
円

o
工
事
請
負
費

　
藤
倉
外
丸
線
生
コ
ン
舗
装
外
十

　
ニ
ケ
所
　
　
　
　
六
九
三
万
円

▽
教
育
費

o
山
村
留
学
セ
ン
タ
i
改
造
工
事

費
　
　
　
　
　
⊥
パ
O
O
万
円

審
議
可
決
し
た
主
な
事
項

特
別
職
の
給
与
引
き
上
げ

　
　
町
長
は
五
一
万
六
千
円
に

▽
特
別
職
の
給
与
を
七
月
か
ら
引

き
上
げ
．

○
町
長
　
五
一
六
、
○
○
○
円

　
　
（
二
万
六
千
円
引
き
上
げ
）

o
助
役
四
一
〇
、
○
○
○
円

　
　
（
二
万
円
引
き
上
げ
）

O
収
入
役
　
三
八
九
、
○
○
○
円

　
　
（
二
万
円
引
き
上
げ
）

▽
教
育
長
の
給
与
を
七
月
か
ら
引

き
上
げ
．

o
教
育
長
　
三
六
三
、
O
O
O
円

　
　
（
二
万
円
引
き
上
げ
）

　
な
お
、
非
常
勤
特
別
職
の
報
酬

も
、
そ
れ
ぞ
れ
引
き
上
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。

▽
議
会
議
長
｝
六
五
、
○
O
O
円

　
　
　
　
（
九
千
円
引
き
上
げ
）

o
副
議
長
　
　
一
二
八
、
O
O
O
円

　
　
　
　
（
六
千
円
引
き
上
げ
）

o
委
員
長
　
一
一
八
、
○
○
○
円

　
　
　
　
（
六
千
円
引
き
上
げ
）

o
一
般
議
員
｝
｝
四
、
○
○
○
円

　
　
　
　
（
六
千
円
引
き
上
げ
）

▽
部
落
総
代
の
報
酬
の
算
定
方
法

　
が
変
わ
h
・
ま
し
た
。
　
（
年
額
）

○
均
等
割
五
〇
、
O
O
O
円
、
巨

離
割
｝
㎞
当
り
九
〇
〇
円
、
世

帯
割
（
一
世
帯
当
り
）
二
、
六

〇
〇
円
）
で
算
定
さ
れ
ま
す
。

消
防
団
員
の

報
酬
も
ア
ッ
プ

　
　
　
　
　
　
　
（
年
額
）

○
団
　
長
　
　
九
五
、

O
副
団
長
　
　
七
三
、

○
団
正
副
部
長
四
七
、

o
分
団
長

o
副
分
団
長

o
部
　
長

○
班
　
長

o
団
　
員

七九八九二
O
O
O
円

七
〇
〇
円

三
〇
〇
円

三
〇
〇
円

○
○
○
円

O
O
O
円

五
〇
〇
円

九
〇
〇
円

松
之
山
小
学
校
新
築

工
事
五
億
五
千
万
円
で

▽
町
営
住
宅
管
理
条
例
の
一
部
が

　
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

▽
町
営
土
地
改
良
事
業
三
件
が
承

　
認
さ
れ
ま
し
た
。

o
団
体
営
地
す
べ
り
関
連
事
業

　
（
留
守
原
・
古
宮
地
区
）

o
県
単
農
業
基
盤
整
備
事
業

　
（
小
屋
平
地
区
）

▽
過
疎
地
域
振
興
計
画
の
一
部
が

　
変
更
さ
れ
て
い
ま
す
。

▽
工
事
請
負
契
約
の
締
結
。

o
松
之
山
小
学
校
新
築
工
事
（
松

　
之
山
）
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

　
（
屋
根
鉄
骨
造
）
二
階
建
、

　
五
億
五
干
万
円
で
高
橋
組
が
。

○
町
道
東
川
・
藤
倉
・
天
水
越
線

　
改
良
工
事
　
五
八
O
m

　
三
、
五
〇
〇
万
円
で
高
橋
組
が
。

一
般
質
問

　
田
辺
尚
二
議
員
・
高
橋
英
一
議

員
・
本
山
一
夫
議
貝
が
町
長
の
考

え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

▽
田
辺
尚
二
議
員

○
プ
ラ
イ
、
、
ハ
シ
ー
に
つ
い
て

○
町
有
地
に
つ
い
て

○
坂
口
安
吾
碑
の
建
立
に
っ
い
て

o
大
荒
戸
の
災
害
に
つ
い
て

▽
高
橋
英
一
議
員

o
和
紙
（
コ
ウ
、
ゾ
ウ
）
の
生
産
に

　
つ
い
て

○
腐
葉
土
の
今
後
の
生
産
と
出
荷

計
画
に
つ
い
て

○
町
単
事
業
の
補
正
予
算
に
つ
い

　
て
o
春
先
の
苗
代
・
農
道
除
雪
に
対

　
す
る
補
助
金
早
期
支
払
い
を
。

○
町
道
東
川
・
藤
倉
・
天
水
越
線

　
の
通
行
見
通
し
に
つ
い
て
。

o
笹
の
植
栽
計
画
に
つ
い
て
。

▽
本
山
一
夫
議
員

o
山
村
留
学
に
つ
い
て
。

o
豪
雪
対
策
基
金
の
こ
と
に
つ
い
て
。

士
曜
日
通
話
料
金

改
定
実
施
に
つ
い
て

　
N
T
T
で
は
、
昭
和
六
十
年

度
の
事
業
運
営
が
予
定
を
上
回

る
成
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
た

た
た
め
、
こ
の
成
果
を
で
き
る

だ
け
早
く
お
客
様
に
直
接
還
元

す
る
た
め
、
つ
ぎ
の
と
お
り
「
土

曜
日
の
ダ
イ
ヤ
ル
通
話
料
金
」

を
日
曜
・
祝
日
と
同
様
の
ダ
イ

ヤ
ル
通
話
料
金
に
改
定
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
平
日
料
金
の
四
〇
％
引
き
（
夜

間
料
金
並
）
と
な
り
ま
す
。
深

夜
料
金
は
五
〇
％
引
き
で
す
。

◎
実
施
月
日

　
昭
和
六
十
一
年
七
月
十
九
日

　
　
（
土
）
午
前
八
時
か
ら
。

《〃師
。厘り



l
o
り
O
P
ー

まつのやま（2）

61年度一般会計補正予算
7，648万1r・円追加

総
額
二
四
億
七
、
六
二
九
万
八
千
円
に

　
六
月
｛
疋
例
議
会
が
六
月
三
十
日

開
催
さ
れ
、
上
程
さ
れ
た
二
十
三

議
案
が
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。　
今
回
の
議
会
で
は
、
六
十
年
度

一
般
会
計
・
国
民
健
康
保
険
及
び

老
人
保
健
特
別
会
計
の
最
後
の
補

正
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
昭
和
六
十

一
年
度
、
第
一
回
目
の
補
正
も
行

わ
れ
ま
し
た
．

　
新
年
度
一
般
会
計
補
正
で
主
な

も
の
は
、
湯
山
集
会
場
建
設
事
業

費
に
千
七
百
六
十
八
万
円
（
う
ち

千
五
百
五
十
万
円
地
元
負
担
）
・

一
般
コ
ミ
ニ
ュ
テ
ィ
事
業
助
成
・

湯
山
大
神
楽
保
存
会
二
百
万
円
・

衆
議
員
選
挙
関
係
百
八
十
四
万
円
、

苗
代
・
農
道
除
雪
等
の
豪
雪
対
策

の
補
助
金
千
四
百
三
十
八
万
円
、

ま
た
、
マ
ッ
ク
イ
虫
の
被
害
で
切

り
倒
さ
れ
た
”
夜
泣
き
松
”
の
所

に
、
替
わ
り
の
松
を
植
え
る
た
め

四
十
万
円
が
。
農
業
生
産
基
盤
整

備
事
業
と
し
て
、
湯
本
小
屋
平
地

　
四
千
円
追
加
し
て
、
総
額
二
億

　
二
、
八
八
九
万
五
千
円
と
す
る
。

▽
昭
和
六
十
一
年
度
老
人
保
健
特

　
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
回
）

〇
三
八
七
万
八
千
円
追
加
し
て
、

　
総
額
二
億
三
、
〇
七
七
万
四
千

　
円
と
す
る
。

▽
昭
和
六
十
一
年
度
簡
易
水
道
特

　
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
回
）

〇
一
二
六
万
四
千
円
追
加
し
て
、

　
総
額
五
、
八
三
五
万
三
千
円
と

　
す
る
。

▽
農
業
共
済
特
別
会
計
の
補
正
（
第

　
｝
回
）
は
、
事
業
費
用
内
の
補

　
正
の
た
め
総
額
に
変
わ
り
は
な

　
い
．

◎
昭
和
六
十
年
度
農
業
共
済
事
業

　
決
算
が
審
議
さ
れ
、
三
、
九
一

　
五
万
四
、
八
○
○
円
の
決
算
が

　
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

区
に
千
七
百
万
円
。
道
路
台
帳
整

備
に
四
百
八
十
万
円
な
ど
、
総
額

七
千
六
百
四
十
八
万
円
の
補
正
が

さ
れ
ま
し
た
．

　
一
般
質
問
に
は
、
田
辺
尚
二
・

高
橋
英
一
・
本
山
一
夫
議
員
が
質

問
に
た
ち
、
町
長
の
考
え
方
を
た

だ
し
ま
し
た
。
尚
、
議
会
報
は
年

二
回
の
発
行
（
今
度
は
九
月
）
の

予
｛
疋
で
す
．

．
．
…
．
．
…
三
…
．
…
三
…
ま
…
．
8
§
三
…
．
・
…
．
…
冒
．
一
…
．
一
…
．
一
…
三
…
…
圭
…
茎
Σ
8
葦
…
毒
…
…
三
…
岳
言
。
一
…
孟
言
・
…
三
…
三
…
・
…
言
・
差
三
…
三
睾
7
…
署
…
一
ま
…
三
…
蕊
奪
昌
董
…
τ
畠
3
歪
…
7
…
Σ
…
三
…
三
…
差
琴
…
7
§
宝
…
三
董
蓄
。
奪
§
葦
崔
7
垂
三
…
。
§
…
馨
’

審
議
可
決
し
た
主
な
事
項

◎
予
算
関
係
（
旧
年
度
分
）

▽
昭
和
六
十
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
八
回
）

〇
二
、
〇
二
二
万
三
千
円
を
減
額

　
し
て
、
予
算
総
額
を
二
五
億
二
、

　
三
一
九
万
四
千
円
と
す
る
。

▽
昭
和
六
十
年
度
国
民
健
康
保
険

　
特
別
会
計
予
算
補
正
（
第
五
回
）

Q
事
業
勘
定
、
二
万
三
千
円
を
追

　
加
し
て
、
総
額
三
億
二
、
〇
五

　
九
万
九
千
円
と
す
る
。

○
診
療
所
勘
定
、
八
九
五
万
三
千

　
円
を
減
額
し
て
、
総
額
二
億
、

　
五
四
八
万
七
千
円
と
す
る
。

▽
昭
和
六
十
年
度
老
人
保
健
特
別

　
会
計
補
正
予
算
（
第
三
回
）

〇
二
五
二
万
六
千
円
を
減
額
し
て
、

　
総
額
を
二
億
三
、
一
七
九
万
七

千
円
と
す
る
．

◎
予
算
（
新
年
度
分
）

▽
昭
和
六
十
一
年
度
一
般
会
計
補

　
正
予
算
（
第
一
回
）

〇
七
、
六
四
八
万
一
千
円
追
加
し

　
て
、
総
額
二
四
億
七
、
六
二
九

　
万
八
千
円
と
す
る
。

▽
昭
和
六
十
一
年
度
国
民
健
康
保

　
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一

回
）

o
事
業
勘
定
　
三
、
七
二
二
万
一

　
千
円
追
加
し
て
総
額
三
億
八
、

　
一
四
五
万
三
千
円
と
す
る
。

o
診
療
所
勘
｛
疋
　
一
、
三
八
九
万

補
正
予
算
の
主
な
使
い
み
ち

▽
議
△
云
費

○
議
員
報
酬
の
引
き
上
げ
に
よ
る

増
　
　
　
　
　
一
一
〇
万
円

▽
総
務
賛

○
湯
山
大
神
楽
保
存
会
助
成
（
自

　
治
宝
く
じ
還
元
）
二
〇
〇
万
円

o
湯
山
集
会
所
建
設
事
業
（
道
路

　
改
修
移
転
）
一
、
七
六
八
万
円

○
衆
議
院
選
挙
関
係
費

　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
四
万
円

▽
民
生
費

o
松
之
山
保
育
所
安
全
棚
設
置

　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
万
円

○
幼
児
用
体
重
計
　
四
台

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
万
円

▽
農
林
水
産
業
費

o
豪
雪
対
策
（
苗
代
・
農
道
消
雪

（3）まつのやま

　
等
）
　
　
　
一
、
・
四
三
八
万
円

o
特
別
緑
化
事
業
委
託
料
（
水
梨

　
地
区
）
　
　
　
　
　
一
一
二
万
円

o
森
林
組
合
補
助
金
一
七
〇
万
円

o
林
道
大
厳
寺
か
ら
山
伏
山
線
舗

　
装
工
事
　
　
　
　
六
九
八
万
円

○
県
単
農
業
基
盤
整
備
事
業
（
湯

本
小
屋
平
地
区
）

　
　
　
　
　
　
一
、
五
七
〇
万
円

▽
土
木
費

o
道
路
台
帳
整
備
委
託
料

　
　
　
　
　
　
　
四
八
○
万
円

o
工
事
請
負
費

　
藤
倉
外
丸
線
生
コ
ン
舗
装
外
十

　
ニ
ケ
所
　
　
　
　
六
九
三
万
円

▽
教
育
費

o
山
村
留
学
セ
ン
タ
i
改
造
工
事

費
　
　
　
　
　
⊥
パ
O
O
万
円

審
議
可
決
し
た
主
な
事
項

特
別
職
の
給
与
引
き
上
げ

　
　
町
長
は
五
一
万
六
千
円
に

▽
特
別
職
の
給
与
を
七
月
か
ら
引

き
上
げ
．

○
町
長
　
五
一
六
、
○
○
○
円

　
　
（
二
万
六
千
円
引
き
上
げ
）

o
助
役
四
一
〇
、
○
○
○
円

　
　
（
二
万
円
引
き
上
げ
）

O
収
入
役
　
三
八
九
、
○
○
○
円

　
　
（
二
万
円
引
き
上
げ
）

▽
教
育
長
の
給
与
を
七
月
か
ら
引

き
上
げ
．

o
教
育
長
　
三
六
三
、
O
O
O
円

　
　
（
二
万
円
引
き
上
げ
）

　
な
お
、
非
常
勤
特
別
職
の
報
酬

も
、
そ
れ
ぞ
れ
引
き
上
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。

▽
議
会
議
長
｝
六
五
、
○
O
O
円

　
　
　
　
（
九
千
円
引
き
上
げ
）

o
副
議
長
　
　
一
二
八
、
O
O
O
円

　
　
　
　
（
六
千
円
引
き
上
げ
）

o
委
員
長
　
一
一
八
、
○
○
○
円

　
　
　
　
（
六
千
円
引
き
上
げ
）

o
一
般
議
員
｝
｝
四
、
○
○
○
円

　
　
　
　
（
六
千
円
引
き
上
げ
）

▽
部
落
総
代
の
報
酬
の
算
定
方
法

　
が
変
わ
h
・
ま
し
た
。
　
（
年
額
）

○
均
等
割
五
〇
、
O
O
O
円
、
巨

離
割
｝
㎞
当
り
九
〇
〇
円
、
世

帯
割
（
一
世
帯
当
り
）
二
、
六

〇
〇
円
）
で
算
定
さ
れ
ま
す
。

消
防
団
員
の

報
酬
も
ア
ッ
プ

　
　
　
　
　
　
　
（
年
額
）

○
団
　
長
　
　
九
五
、

O
副
団
長
　
　
七
三
、

○
団
正
副
部
長
四
七
、

o
分
団
長

o
副
分
団
長

o
部
　
長

○
班
　
長

o
団
　
員

七九八九二
O
O
O
円

七
〇
〇
円

三
〇
〇
円

三
〇
〇
円

○
○
○
円

O
O
O
円

五
〇
〇
円

九
〇
〇
円

松
之
山
小
学
校
新
築

工
事
五
億
五
千
万
円
で

▽
町
営
住
宅
管
理
条
例
の
一
部
が

　
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

▽
町
営
土
地
改
良
事
業
三
件
が
承

　
認
さ
れ
ま
し
た
。

o
団
体
営
地
す
べ
り
関
連
事
業

　
（
留
守
原
・
古
宮
地
区
）

o
県
単
農
業
基
盤
整
備
事
業

　
（
小
屋
平
地
区
）

▽
過
疎
地
域
振
興
計
画
の
一
部
が

　
変
更
さ
れ
て
い
ま
す
。

▽
工
事
請
負
契
約
の
締
結
。

o
松
之
山
小
学
校
新
築
工
事
（
松

　
之
山
）
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

　
（
屋
根
鉄
骨
造
）
二
階
建
、

　
五
億
五
干
万
円
で
高
橋
組
が
。

○
町
道
東
川
・
藤
倉
・
天
水
越
線

　
改
良
工
事
　
五
八
O
m

　
三
、
五
〇
〇
万
円
で
高
橋
組
が
。

一
般
質
問

　
田
辺
尚
二
議
員
・
高
橋
英
一
議

員
・
本
山
一
夫
議
貝
が
町
長
の
考

え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

▽
田
辺
尚
二
議
員

○
プ
ラ
イ
、
、
ハ
シ
ー
に
つ
い
て

○
町
有
地
に
つ
い
て

○
坂
口
安
吾
碑
の
建
立
に
っ
い
て

o
大
荒
戸
の
災
害
に
つ
い
て

▽
高
橋
英
一
議
員

o
和
紙
（
コ
ウ
、
ゾ
ウ
）
の
生
産
に

　
つ
い
て

○
腐
葉
土
の
今
後
の
生
産
と
出
荷

計
画
に
つ
い
て

○
町
単
事
業
の
補
正
予
算
に
つ
い

　
て
o
春
先
の
苗
代
・
農
道
除
雪
に
対

　
す
る
補
助
金
早
期
支
払
い
を
。

○
町
道
東
川
・
藤
倉
・
天
水
越
線

　
の
通
行
見
通
し
に
つ
い
て
。

o
笹
の
植
栽
計
画
に
つ
い
て
。

▽
本
山
一
夫
議
員

o
山
村
留
学
に
つ
い
て
。

o
豪
雪
対
策
基
金
の
こ
と
に
つ
い
て
。

士
曜
日
通
話
料
金

改
定
実
施
に
つ
い
て

　
N
T
T
で
は
、
昭
和
六
十
年

度
の
事
業
運
営
が
予
定
を
上
回

る
成
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
た

た
た
め
、
こ
の
成
果
を
で
き
る

だ
け
早
く
お
客
様
に
直
接
還
元

す
る
た
め
、
つ
ぎ
の
と
お
り
「
土

曜
日
の
ダ
イ
ヤ
ル
通
話
料
金
」

を
日
曜
・
祝
日
と
同
様
の
ダ
イ

ヤ
ル
通
話
料
金
に
改
定
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
平
日
料
金
の
四
〇
％
引
き
（
夜

間
料
金
並
）
と
な
り
ま
す
。
深

夜
料
金
は
五
〇
％
引
き
で
す
。

◎
実
施
月
日

　
昭
和
六
十
一
年
七
月
十
九
日

　
　
（
土
）
午
前
八
時
か
ら
。

《〃師
。厘り



ー
お
一
ー

まつのやま（4）

国
保
の
税
率
決
ま
る

　
国
民
健
康
保
険
制
度
を
維
持
し

て
い
く
た
め
に
は
、
皆
さ
ん
に
納

め
て
い
た
だ
く
保
険
税
が
そ
の
基

本
に
な
り
ま
す
。
保
険
税
を
納
め

る
こ
と
は
、
被
保
険
者
の
義
務
で

す
。
期
日
ど
お
り
に
必
ず
納
め
る

よ
ラ
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
国
保
の
場
合
、
保
険
税
の
額
は
、

基
本
的
に
は
、
そ
の
年
の
医
療
費

が
ど
の
く
ら
い
に
な
る
か
を
予
測

し
た
上
で
税
額
が
決
定
さ
れ
ま
す
。

医
療
費
が
ふ
え
れ
ば
当
然
保
険
税

も
ふ
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
医

療
費
の
節
約
を
し
ま
し
ょ
う
。

61年度国民健康保険税率

区　分 税　　　　　　　　　　率

所得割 所得金額10，000円について533円

資産割
固定資産税（土地●家屋）5，270円
　　額10，000円について

均等割 加入者1人について　　16，500円

平等割 1世帯について　　　　19，800円

　
　
四
月
か
ら
六
月
ま
で

　
　
　
　
　
　
暫
定
保
険
税

　
今
年
度
の
正
式
な
保
険
税
が
決

ま
り
ま
し
た
。
保
険
税
は
、
前
年

分
の
所
得
や
固
定
資
産
税
な
ど
を

「
賦
課
基
準
」
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
前
年
度
の
所
得
が
決

定
さ
れ
る
ま
で
の
四
月
か
ら
六
月

ま
で
は
、
暫
定
保
険
税
と
し
て
、

前
年
度
の
保
険
税
の
十
二
分
の
一

の
額
を
月
額
と
し
て
い
ま
し
た
。

　
　
七
月
か
ら

　
　
　
　
新
し
い
保
険
税

　
七
月
か
ら
新
し
い
保
険
税
の
納

付
書
が
皆
さ
ん
の
お
手
元
に
届
け

ら
れ
ま
す
が
、
今
年
度
の
税
を
決

め
る
税
率
は
表
の
と
お
り
で
す
。

、
こ
れ
ら
四
つ
の
合
計
額
が
、
今

年
度
の
保
険
税
で
す
。

　
七
月
か
ら
の
保
険
税
は
、
四
月

か
ら
六
月
ま
で
の
「
暫
定
保
険
税
」

を
差
引
い
て
決
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
最
高
限
度
額
は

　
　
　
年
問
三
十
七
万
円

　
保
険
税
は
、
世
帯
主
が
国
保
に

加
入
し
て
い
な
く
て
も
、
世
帯
主

に
一
括
賦
課
さ
れ
、
賦
課
額
の
算

定
は
世
帯
主
の
所
得
や
資
産
、
お

よ
び
加
入
者
の
所
得
・
資
産
に
つ

い
て
も
対
象
と
な
り
ま
す
。
し
か

し
、
世
帯
主
が
加
入
者
で
な
い
場

合
（
擬
制
世
帯
）
は
、
世
帯
主
の

分
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
一
世
帯
あ
た
り
の
年
間

保
険
税
の
最
高
限
度
額
は
、
三
十

七
万
円
で
す
．

　
　
所
得
の
低
い
世
帯
は

　
　
　
　
　
保
険
税
を
割
引

　
所
得
の
低
い
世
帯
に
は
、
保
険

税
が
割
引
き
さ
れ
ま
す
。
割
引
き

の
額
、
条
件
な
ど
は
表
の
と
お
り

で
す
．

　
な
お
、
こ
の
割
引
き
は
所
得
の

申
告
が
な
い
と
該
当
に
な
り
ま
せ

ん
。
国
保
係
で
も
所
得
の
照
会
を

行
い
ま
す
の
で
、
そ
の
際
は
必
ず

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

保
険
税
の
算
定
方
法

　
次
に
掲
げ
た
例
は
、
国
保
に
三

人
加
入
さ
れ
て
い
る
世
帯
で
、
六

十
年
の
三
人
の
所
得
合
計
額
が
百

三
十
二
万
円
、
六
十
一
年
度
の
固

定
資
産
税
額
が
一
万
三
千
円
と
い

う
世
帯
の
も
の
で
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
決
め
ら
れ
た
税
率
を

か
け
、
均
等
割
と
平
等
割
を
合
算

し
て
出
て
き
た
年
間
保
険
税
は
、

十
四
万
七
千
七
十
円
で
す
。

　
四
月
か
ら
六
月
の
三
カ
月
で
三

万
二
千
円
納
め
て
い
ま
す
の
で
、

残
り
の
十
一
万
五
千
七
十
円
を
九

カ
月
で
割
っ
た
も
の
が
精
算
後
の

月
額
保
険
税
に
な
り
ま
す
。

　
保
険
税
に
つ
い
て
く
わ
し
い
こ

と
は
、
住
民
課
福
祉
係
へ
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
．

国民健康保険税納税通知書

昭　和　61年　度　（全期）

国民健康保険税算定明細
所　　　　　得　　　　　割 均　　等　割

所　得　金　額 税　率o 所得割額 1人XI6500円
　　　円
1325506

5．33
－
100

　　円
70649

　　円
491500

資　　　　　産　　　　　削 平　等　罰

固定資産税額 税　率 資産割額1 世帯当り19800P1

13
　円
530
52．7
－
1
0 0

　円
7130

　　円
191800

算出年税額
条例による減額分

限度超過額
異動による
鋼　驚　額均等割分 ・F等割ケ

　　円
147iO79

円　　　　　円 円 円

確定年税額
確定年税額の内訳 前期までに

納付すべき領
差引納付額

退職　分 一一般分

　　i
I47070

　　円
147070

　　円

32000
　　円
ll5070

期　別　の
網　付　額

納　付　額
7　　月分

　　隅
13470
次期以降毎
期の納付額

　　円
12ヤ00

　　　　　　　保険税の割引き

●前年中の所得が世帯主27万円と加入者1人につ
　き20万円ずつ引いていくと所得がなくなる世帯
　　　　　　　　　　　　　　　　　（4割引き）
　　　　　＊加入者1人につき　5，060円
　　　　　＊世帯当たり　　　　6，280円
●前年中の所得が27万円以下の世帯　（6割引き）
　　　　　＊加入者1人につき　7，590円
　　　　　＊世帯当たり　　　　9，420円

国保

財
政
の
健
全
化
に

　
　
　
　
　
　
ご
協
力
を
！

㈲まつのやま

　
め
ざ
ま
し
い
医
療
医
術
の
進
歩

や
医
療
費
の
値
上
が
り
の
影
響
も

あ
っ
て
、
こ
こ
数
年
に
お
け
る
医

療
費
の
増
加
は
著
し
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。

　
こ
の
ま
ま
、
う
な
ぎ
の
ぼ
り
に

医
療
費
が
増
え
続
け
る
と
、
相
扶

共
済
を
目
的
に
し
た
国
保
制
度
が

崩
壊
し
か
ね
ま
せ
ん
。

　
不
足
分
は
、
保
険
税
の
値
上
げ

に
よ
っ
て
補
う
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
そ
う
す
る
と
、
毎
年
保

険
税
の
値
上
げ
を
し
な
け
れ
ば
な

、
入

　
収
　
税
　
険
　
保
　
と
　
費
　
療
　
医
　
の
　
り1人当た

ら
な
く
な
り
、
み
な
さ
ん
の
負
担

が
さ
ら
に
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。　
こ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
一
人

一
人
が
、
必
要
な
と
き
、
本
当
に

必
要
な
治
療
が
十
分
に
受
け
ら
れ

る
た
め
に
も
、
お
医
者
さ
ん
を
転

転
と
し
た
り
、
不
必
要
な
ク
ス
リ

ね
だ
り
を
す
る
よ
う
な
、
ム
ダ
な

医
療
費
を
使
わ
な
い
よ
う
に
、
お

互
い
に
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

⊂コ医療費
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病
気
や
ケ
ガ
は
、
突
然
襲
っ
て

き
ま
す
。

　
そ
し
て
、
そ
の
病
気
や
ケ
ガ
が

長
び
い
て
し
ま
っ
た
ら
、
家
庭
に

は
大
き
な
負
担
が
か
か
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
と
き
国
民
健
康
保

険
に
は
、
高
額
医
療
費
支
給
制
度

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
し
く
み
は
と

い
い
ま
す
と
、

　
▽
ど
ん
な
場
合
に

　
　
　
支
給
さ
れ
る
の
か

①
病
気
や
ケ
ガ
で
、
同
じ
人
が
、

同
じ
月
に
、
同
じ
病
院
・
医
院
に

支
払
っ
た
医
療
費
が
五
万
四
千
円

（
低
所
得
者
は
三
万
円
）
を
超
え

た
場
合
は
、
そ
の
超
え
た
額
が
高

額
療
養
費
に
な
り
ま
す
。

　
◎
こ
ん
な
と
き
は
別
計
算

o
同
じ
病
院
で
も
入
院
と
通
院
は

　
別
々
で
合
算
さ
れ
ま
せ
ん
。

o
同
じ
病
院
内
で
も
、
内
科
・
外

　
科
な
ど
の
科
と
歯
科
は
、
別
の

　
病
院
と
し
て
扱
い
ま
す
。

o
総
合
病
院
の
各
療
養
科
は
、
そ

　
れ
ぞ
れ
別
の
病
院
と
し
て
扱
い

　
ま
す
。

　
た
だ
し
、
総
合
病
院
の
入
院
患

　
者
が
他
の
科
の
診
療
を
受
け
た

　
と
き
は
、
歯
科
を
の
ぞ
い
て
合

算
さ
れ
ま
す
。

○
高
額
療
養
費
は
、
月
の
一
日
か

　
ら
末
日
ま
で
を
一
カ
月
と
し
て

　
計
算
し
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

　
月
を
ま
た
が
っ
て
受
診
さ
れ
た

　
場
合
は
、
別
計
算
と
な
り
ま
す
。

　
　
た
だ
し
、
同
一
月
内
に
い
っ

　
た
ん
退
院
し
て
、
ま
た
同
じ
病

　
院
に
再
入
院
し
た
よ
う
な
場
合

　
は
、
合
算
さ
れ
ま
す
。

♂

へ

、

ご存じですか

高額療養費

の支給制度

　
　
　
　
　
　
　
礁

②
同
じ
世
帯
の
な
か
で
、
同
じ
月

に
病
院
に
か
か
り
、
医
療
費
を
三

万
円
以
上
支
払
っ
た
人
が
二
人
以

上
い
た
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
合
算
し

て
、
五
万
四
千
円
を
超
え
た
額
が

高
額
療
養
費
と
し
て
支
給
さ
れ
ま

す
。③
高
額
療
養
費
に
該
当
す
る
こ
と

に
な
っ
た
そ
の
月
以
前
一
年
以
内

に
高
額
療
養
費
の
支
給
を
三
回
受

け
て
い
た
場
合
、
四
回
目
以
降
か

ら
は
医
療
費
が
三
万
円
（
低
所
得

者
は
二
万
一
千
円
）
を
超
え
た
額

が
高
額
療
養
費
と
な
り
ま
す
。

④
特
定
の
病
気
で
、
高
度
な
治
療

を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
、
厚
生
大

臣
が
指
定
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、

一
カ
月
一
万
円
を
超
え
た
額
が
高

額
療
養
費
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
〈
現
在
指
定
さ
れ
て
い
る
も
の
は

次
の
二
つ
で
す
。
〉

　一、

人
工
透
析
を
必
要
と
す
る
慢

　
性
腎
不
全
。

二
、
血
友
病
。
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国
保
の
税
率
決
ま
る

　
国
民
健
康
保
険
制
度
を
維
持
し

て
い
く
た
め
に
は
、
皆
さ
ん
に
納

め
て
い
た
だ
く
保
険
税
が
そ
の
基

本
に
な
り
ま
す
。
保
険
税
を
納
め

る
こ
と
は
、
被
保
険
者
の
義
務
で

す
。
期
日
ど
お
り
に
必
ず
納
め
る

よ
ラ
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
国
保
の
場
合
、
保
険
税
の
額
は
、

基
本
的
に
は
、
そ
の
年
の
医
療
費

が
ど
の
く
ら
い
に
な
る
か
を
予
測

し
た
上
で
税
額
が
決
定
さ
れ
ま
す
。

医
療
費
が
ふ
え
れ
ば
当
然
保
険
税

も
ふ
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
医

療
費
の
節
約
を
し
ま
し
ょ
う
。

61年度国民健康保険税率

区　分 税　　　　　　　　　　率

所得割 所得金額10，000円について533円

資産割
固定資産税（土地●家屋）5，270円
　　額10，000円について

均等割 加入者1人について　　16，500円

平等割 1世帯について　　　　19，800円

　
　
四
月
か
ら
六
月
ま
で

　
　
　
　
　
　
暫
定
保
険
税

　
今
年
度
の
正
式
な
保
険
税
が
決

ま
り
ま
し
た
。
保
険
税
は
、
前
年

分
の
所
得
や
固
定
資
産
税
な
ど
を

「
賦
課
基
準
」
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
前
年
度
の
所
得
が
決

定
さ
れ
る
ま
で
の
四
月
か
ら
六
月

ま
で
は
、
暫
定
保
険
税
と
し
て
、

前
年
度
の
保
険
税
の
十
二
分
の
一

の
額
を
月
額
と
し
て
い
ま
し
た
。

　
　
七
月
か
ら

　
　
　
　
新
し
い
保
険
税

　
七
月
か
ら
新
し
い
保
険
税
の
納

付
書
が
皆
さ
ん
の
お
手
元
に
届
け

ら
れ
ま
す
が
、
今
年
度
の
税
を
決

め
る
税
率
は
表
の
と
お
り
で
す
。

、
こ
れ
ら
四
つ
の
合
計
額
が
、
今

年
度
の
保
険
税
で
す
。

　
七
月
か
ら
の
保
険
税
は
、
四
月

か
ら
六
月
ま
で
の
「
暫
定
保
険
税
」

を
差
引
い
て
決
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
最
高
限
度
額
は

　
　
　
年
問
三
十
七
万
円

　
保
険
税
は
、
世
帯
主
が
国
保
に

加
入
し
て
い
な
く
て
も
、
世
帯
主

に
一
括
賦
課
さ
れ
、
賦
課
額
の
算

定
は
世
帯
主
の
所
得
や
資
産
、
お

よ
び
加
入
者
の
所
得
・
資
産
に
つ

い
て
も
対
象
と
な
り
ま
す
。
し
か

し
、
世
帯
主
が
加
入
者
で
な
い
場

合
（
擬
制
世
帯
）
は
、
世
帯
主
の

分
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
一
世
帯
あ
た
り
の
年
間

保
険
税
の
最
高
限
度
額
は
、
三
十

七
万
円
で
す
．

　
　
所
得
の
低
い
世
帯
は

　
　
　
　
　
保
険
税
を
割
引

　
所
得
の
低
い
世
帯
に
は
、
保
険

税
が
割
引
き
さ
れ
ま
す
。
割
引
き

の
額
、
条
件
な
ど
は
表
の
と
お
り

で
す
．

　
な
お
、
こ
の
割
引
き
は
所
得
の

申
告
が
な
い
と
該
当
に
な
り
ま
せ

ん
。
国
保
係
で
も
所
得
の
照
会
を

行
い
ま
す
の
で
、
そ
の
際
は
必
ず

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

保
険
税
の
算
定
方
法

　
次
に
掲
げ
た
例
は
、
国
保
に
三

人
加
入
さ
れ
て
い
る
世
帯
で
、
六

十
年
の
三
人
の
所
得
合
計
額
が
百

三
十
二
万
円
、
六
十
一
年
度
の
固

定
資
産
税
額
が
一
万
三
千
円
と
い

う
世
帯
の
も
の
で
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
決
め
ら
れ
た
税
率
を

か
け
、
均
等
割
と
平
等
割
を
合
算

し
て
出
て
き
た
年
間
保
険
税
は
、

十
四
万
七
千
七
十
円
で
す
。

　
四
月
か
ら
六
月
の
三
カ
月
で
三

万
二
千
円
納
め
て
い
ま
す
の
で
、

残
り
の
十
一
万
五
千
七
十
円
を
九

カ
月
で
割
っ
た
も
の
が
精
算
後
の

月
額
保
険
税
に
な
り
ま
す
。

　
保
険
税
に
つ
い
て
く
わ
し
い
こ

と
は
、
住
民
課
福
祉
係
へ
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
．

国民健康保険税納税通知書

昭　和　61年　度　（全期）

国民健康保険税算定明細
所　　　　　得　　　　　割 均　　等　割

所　得　金　額 税　率o 所得割額 1人XI6500円
　　　円
1325506

5．33
－
100

　　円
70649

　　円
491500

資　　　　　産　　　　　削 平　等　罰

固定資産税額 税　率 資産割額1 世帯当り19800P1

13
　円
530
52．7
－
1
0 0

　円
7130

　　円
191800

算出年税額
条例による減額分

限度超過額
異動による
鋼　驚　額均等割分 ・F等割ケ

　　円
147iO79

円　　　　　円 円 円

確定年税額
確定年税額の内訳 前期までに

納付すべき領
差引納付額

退職　分 一一般分

　　i
I47070

　　円
147070

　　円

32000
　　円
ll5070

期　別　の
網　付　額

納　付　額
7　　月分

　　隅
13470
次期以降毎
期の納付額

　　円
12ヤ00

　　　　　　　保険税の割引き

●前年中の所得が世帯主27万円と加入者1人につ
　き20万円ずつ引いていくと所得がなくなる世帯
　　　　　　　　　　　　　　　　　（4割引き）
　　　　　＊加入者1人につき　5，060円
　　　　　＊世帯当たり　　　　6，280円
●前年中の所得が27万円以下の世帯　（6割引き）
　　　　　＊加入者1人につき　7，590円
　　　　　＊世帯当たり　　　　9，420円

国保

財
政
の
健
全
化
に

　
　
　
　
　
　
ご
協
力
を
！

㈲まつのやま

　
め
ざ
ま
し
い
医
療
医
術
の
進
歩

や
医
療
費
の
値
上
が
り
の
影
響
も

あ
っ
て
、
こ
こ
数
年
に
お
け
る
医

療
費
の
増
加
は
著
し
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。

　
こ
の
ま
ま
、
う
な
ぎ
の
ぼ
り
に

医
療
費
が
増
え
続
け
る
と
、
相
扶

共
済
を
目
的
に
し
た
国
保
制
度
が

崩
壊
し
か
ね
ま
せ
ん
。

　
不
足
分
は
、
保
険
税
の
値
上
げ

に
よ
っ
て
補
う
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
そ
う
す
る
と
、
毎
年
保

険
税
の
値
上
げ
を
し
な
け
れ
ば
な

、
入

　
収
　
税
　
険
　
保
　
と
　
費
　
療
　
医
　
の
　
り1人当た

ら
な
く
な
り
、
み
な
さ
ん
の
負
担

が
さ
ら
に
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。　
こ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
一
人

一
人
が
、
必
要
な
と
き
、
本
当
に

必
要
な
治
療
が
十
分
に
受
け
ら
れ

る
た
め
に
も
、
お
医
者
さ
ん
を
転

転
と
し
た
り
、
不
必
要
な
ク
ス
リ

ね
だ
り
を
す
る
よ
う
な
、
ム
ダ
な

医
療
費
を
使
わ
な
い
よ
う
に
、
お

互
い
に
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

⊂コ医療費

□ 保険税収入

1 1
43
0

1 1 2 0
2 2 1 3
0 0 1 4 9
、
1 3 1 6

5
9
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8

4
3
3
0
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9
0
5
8

3
0
2

3
1
8
9

3
3
7
4

0 1 1 8 7
9 9 0
4

　　　　円

150，000

120，000

90，000

30，000

60年度59585756

　
病
気
や
ケ
ガ
は
、
突
然
襲
っ
て

き
ま
す
。

　
そ
し
て
、
そ
の
病
気
や
ケ
ガ
が

長
び
い
て
し
ま
っ
た
ら
、
家
庭
に

は
大
き
な
負
担
が
か
か
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
と
き
国
民
健
康
保

険
に
は
、
高
額
医
療
費
支
給
制
度

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
し
く
み
は
と

い
い
ま
す
と
、

　
▽
ど
ん
な
場
合
に

　
　
　
支
給
さ
れ
る
の
か

①
病
気
や
ケ
ガ
で
、
同
じ
人
が
、

同
じ
月
に
、
同
じ
病
院
・
医
院
に

支
払
っ
た
医
療
費
が
五
万
四
千
円

（
低
所
得
者
は
三
万
円
）
を
超
え

た
場
合
は
、
そ
の
超
え
た
額
が
高

額
療
養
費
に
な
り
ま
す
。

　
◎
こ
ん
な
と
き
は
別
計
算

o
同
じ
病
院
で
も
入
院
と
通
院
は

　
別
々
で
合
算
さ
れ
ま
せ
ん
。

o
同
じ
病
院
内
で
も
、
内
科
・
外

　
科
な
ど
の
科
と
歯
科
は
、
別
の

　
病
院
と
し
て
扱
い
ま
す
。

o
総
合
病
院
の
各
療
養
科
は
、
そ

　
れ
ぞ
れ
別
の
病
院
と
し
て
扱
い

　
ま
す
。

　
た
だ
し
、
総
合
病
院
の
入
院
患

　
者
が
他
の
科
の
診
療
を
受
け
た

　
と
き
は
、
歯
科
を
の
ぞ
い
て
合

算
さ
れ
ま
す
。

○
高
額
療
養
費
は
、
月
の
一
日
か

　
ら
末
日
ま
で
を
一
カ
月
と
し
て

　
計
算
し
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

　
月
を
ま
た
が
っ
て
受
診
さ
れ
た

　
場
合
は
、
別
計
算
と
な
り
ま
す
。

　
　
た
だ
し
、
同
一
月
内
に
い
っ

　
た
ん
退
院
し
て
、
ま
た
同
じ
病

　
院
に
再
入
院
し
た
よ
う
な
場
合

　
は
、
合
算
さ
れ
ま
す
。

♂

へ

、

ご存じですか

高額療養費

の支給制度

　
　
　
　
　
　
　
礁

②
同
じ
世
帯
の
な
か
で
、
同
じ
月

に
病
院
に
か
か
り
、
医
療
費
を
三

万
円
以
上
支
払
っ
た
人
が
二
人
以

上
い
た
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
合
算
し

て
、
五
万
四
千
円
を
超
え
た
額
が

高
額
療
養
費
と
し
て
支
給
さ
れ
ま

す
。③
高
額
療
養
費
に
該
当
す
る
こ
と

に
な
っ
た
そ
の
月
以
前
一
年
以
内

に
高
額
療
養
費
の
支
給
を
三
回
受

け
て
い
た
場
合
、
四
回
目
以
降
か

ら
は
医
療
費
が
三
万
円
（
低
所
得

者
は
二
万
一
千
円
）
を
超
え
た
額

が
高
額
療
養
費
と
な
り
ま
す
。

④
特
定
の
病
気
で
、
高
度
な
治
療

を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
、
厚
生
大

臣
が
指
定
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、

一
カ
月
一
万
円
を
超
え
た
額
が
高

額
療
養
費
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
〈
現
在
指
定
さ
れ
て
い
る
も
の
は

次
の
二
つ
で
す
。
〉

　一、

人
工
透
析
を
必
要
と
す
る
慢

　
性
腎
不
全
。

二
、
血
友
病
。



1
の
O
［
ー

まつのやま（6）

坂口安吾
　文学碑建立に
　　ご協力を〃

　
昨
年
、
町
の
民
俗
資
料
館
で
開

か
れ
た
「
松
之
山
ゆ
か
り
の
文
豪
・

坂
口
安
吾
展
」
は
、
予
想
外
の
波

紋
を
広
げ
、
今
年
二
月
に
は
、
新

潟
日
報
社
の
主
催
に
よ
る
坂
口
安

’
、

、載濾
＼、　略＿

κ
生
誕
八
卜
周
年
、
記
念
文
学
フ

ェ
ス
テ
、
バ
ル
が
新
潟
一
．
一
越
デ
。
ハ
ー

ト
を
会
場
に
開
か
れ
、
会
期
を
一

週
間
延
．
長
す
る
ほ
ど
の
大
き
な
反

響
を
呼
ん
、
で
い
ま
す
。

　
こ
の
会
場
で
、
・
．
L
催
者
や
三
越

の
、
．
』
好
意
で
「
松
之
山
に
文
学
碑

を
」
と
、
呼
び
か
け
て
い
た
だ
い

た
お
か
げ
で
、
全
国
都
道
府
県
の

ト
．
κ
箇
所
、
二
百
三
卜
八
名
の
方

方
か
ら
．
白
、
一
卜
万
円
余
の
寄
附
金

が
、
す
、
で
に
町
公
民
館
事
務
局
に

侭
．
吋
せ
ら
れ
て
い
ま
す
．
こ
の
中
に

は
、
外
国
か
ら
の
留
学
生
、
で
看
円

を
｝
．
込
っ
て
く
れ
た
・
万
、
安
吾
フ
ァ

ン
の
家
庭
の
主
婦
と
い
っ
た
さ
ま

ざ
ま
な
も
の
で
、
い
ま
も
、
毎
H

二
～
三
通
の
寄
附
が
続
い
て
い
る

現
状
で
す
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ペ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
建

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
硬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
越

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三

　
去
る
六
月
ト
ん
H
に
は
、
地
．
兀

の
世
話
人
委
員
会
も
開
か
れ
、
こ

れ
か
ら
本
格
的
な
募
金
活
動
が
始

め
ら
れ
ま
す
が
、
こ
の
喉
黛
、
文

学
碑
建
疏
費
川
は
、
κ
百
．
力
円
の
予

｛
．
叱
．
で
す
。

　
こ
の
際
、
町
民
の
み
な
さ
ん
か

ら
も
ふ
る
っ
て
職
、
｝
協
力
を
い
た
だ

き
、
松
之
…
の
文
化
や
観
光
が
新

し
い
方
向
に
向
か
っ
て
進
む
象
徴

と
し
て
、
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
建

て
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
事
務
局
　
町
公
民
館

建
疏
委
員
．
長
　
村
山
政
光
（
町
．
長
）

代
表
発
起
人
委
員

　
H
．
1
、
　
，
ー
I
J

　　世　　　　　　　　　　　地
1一山話本本保佐久大相垢松’r坂石利
』．二岸人山山坂藤保見沢発本lllH川1タ1
名　　委　　　　　　川　　　起
　繁員秀…武利達勝達人清敏三淳“で
　勝　　　昭人：雄　幸司　平宏難　　　張雄　丁一　　リ

曜
リ
　
新
潟
三
越
祉
．
長

淳
　
作
家

三
毛
代
　
安
吾
未
亡
人

新
潟
H
報
社
．
長

作
家

文
化
協
会
会
．
長

教
育
委
員
．
長

前
教
育
．
長

議
会
議
員

教
育
．
長

（
松
之
山
）
外
二

昭
和
六
十
一
年
度

県
民
芸
術
祭
交
芸
部
門
作
品
募
集

　
県
教
育
委
員
会
、
で
は
、
県
文
睦
．
ム

の
振
興
を
図
る
こ
と
を
日
的
と
し

て
、
睦
．
バ
術
祭
文
芸
作
品
を
広
く
募

集
し
て
い
ま
す
の
、
で
、
多
数
応
募

し
て
く
だ
さ
い
。

▽
種
　
目

o
小
説
　
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
．
互

　
　
　
　
卜
枚
以
内
。

O　　畳・
臨トj

O
短
．
歌

O
俳
｛リ

○

川

柳

四
r
字
詰
原
稿
川
紙
四

枚
以
内
で
現
代
詩
。

一
人
新
作
．
丘
首
を
｝
編

（
っ
な
が
り
が
な
く
と

も
良
い
）
と
し
て
審
査
。

一
人
新
作
五
句
を
一
編

（
つ
な
が
り
が
な
く
と

も
良
い
）
と
し
て
審
査
。

俳
句
と
同
様
と
す
る
。

　
県
内
在
住
者
は
だ
れ
で
も
応
募

で
き
る
。
　
（
小
学
生
～
高
校
生
は

除
く
）

▽
授
　
賞

o
人
選
作
・
…
の
う
ち
優
秀
な
作
品

　
に
は
、
各
種
H
一
編
ず
つ
静
、
ム
術

　
祭
賞
を
授
与
す
る
。

○
授
賞
作
品
の
発
表
は
十
二
月
下

　
句
本
人
あ
て
通
知
す
る
。

▽
応
募
L
の
注
意
・
締
切
り
・
あ

て
先

o
応
募
原
稿
は
、
四
百
字
詰
原
稿

　
川
紙
に
黒
イ
ン
ク
・
黒
ボ
ー
ル

　
ル
ペ
ン
書
き
と
す
る
。

○
第
一
枚
目
に
、
応
募
種
目
・
郵

　
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
（
ペ
ン

　
ネ
ー
ム
の
場
合
は
本
名
を
（
　
y

　
書
き
す
る
）
性
別
・
職
業
・
電

　
話
番
号
を
記
入
。

〇
二
枚
H
よ
り
本
文
を
書
き
お
こ

す
．

o
小
説
は
右
と
じ
す
る
。

○
作
品
は
未
発
表
の
も
の
で
、
返

却
し
な
い
．

○
応
募
の
際
、
あ
て
先
明
記
の
返

　
信
用
葉
書
を
同
封
す
る
こ
と
。

○
締
切
り
　
昭
和
六
十
一
年
十
月

　
九
日
（
木
）
消
印
有
効

O
あ
て
先
　
〒
九
五
〇

　
新
潟
市
新
光
町
四
の
一
　
新
潟

　
県
教
育
庁
文
化
行
政
課
と
し
、

　
封
筒
表
、
面
に
「
県
民
芸
術
祭
文

　
伸
．
ム
作
品
応
募
原
稿
」
と
朱
記
す

　
る
。

※
詳
し
く
は
、
県
文
化
行
政
課
へ

　
電
話
〇
二
．
五
二
i
八
五
ー
．
五
五

　
二
内
線
三
几
一
二

σ）まつのやま

■

第11回

7月27日（日）町民体育大会

き
た
え
よ
心
と
体

　
　
　
　
　
体
力
つ
く
り
宣
言
町

　
今
年
で
十
一
回
目
を
迎
え
る
町

民
体
育
大
会
が
、
七
月
二
十
七
日

（
雨
天
の
場
合
は
、
八
月
三
日
）

松
之
山
中
学
校
グ
ラ
ン
ド
に
お
い

て
行
わ
れ
ま
す
。

　
競
わ
れ
る
種
目
は
去
年
と
同
じ

で
す
が
、
出
場
人
数
が
少
し
減
っ

て
い
る
種
目
が
あ
り
ま
す
。
地
区

対
抗
男
・
女
リ
レ
ー
の
中
で
、
小

学
校
一
・
二
年
生
が
外
さ
れ
、
三

年
生
か
ら
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昨
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
縄
な
い
リ
レ
ー
で
は
、
男
女
六

十
一
歳
以
上
五
名
、
つ
つ
だ
っ
た
の

が
、
新
た
に
小
・
中
・
高
校
の
教

員
四
人
が
加
わ
り
、
一
チ
ー
ム
十

四
人
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
大
会
ま
で
に
は
、
ま
だ
期
間
が

あ
り
ま
す
。
各
種
目
で
選
手
に
な

っ
て
い
る
人
は
一
生
懸
命
練
翌
し

て
、
大
会
で
良
い
成
績
を
納
め
ら

れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
下
さ
い
。

▽
当
日
行
わ
れ
る
種
目

○
小
・
中
・
高
の
百
眉
競
争

○
紅
白
．
玉
入
れ

〇
三
キ
ロ
　
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

o
幼
児
レ
ー
ス

○
小
学
生
の
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

O
宝
箱
は
こ
び

o
う
ず
ま
き
リ
レ
ー

○
砲
丸
投
げ

○
全
員
走
　
小
学
生
は
三
年
以
上

　
　
　
　
　
中
学
生
は
全
員

○
一
般
に
よ
る
百
メ
ー
ト
ル
走

o
だ
る
ま
落
と
し
　
小
学
一
、
二
年

o
綱
引
き

○
玉
は
こ
び
リ
レ
ー

o
民
謡
踊
り

○
縄
な
い
リ
レ
ー

○
男
・
女
リ
レ
ー

　
な
お
、
当
日
の
ス
ケ
．
シ
ュ
ー
ル

は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
遅
れ
な
い
よ
う
に
お
願
い
し

ま
す
。

　
八
時
・
役
員
集
合
。
八
時
二
十

五
分
・
選
手
集
合
、
入
場
行
進
。

八
時
四
十
分
・
開
会
宣
言
、
優
勝

旗
返
還
。
九
時
二
十
分
・
開
会
式

終
了
。
九
時
三
十
分
・
競
技
開
始
。

全
競
技
終
了
解
散
・
三
時
三
十
分
。

第
、
五
回

　
　
　
　
浦
川
原

　
本
年
度
は
、
新
装
な
っ
た
浦

川
原
村
民
体
育
館
で
開
催
さ
れ

ま
す
。
松
之
山
町
は
、
毎
年
優

出
品
点
数
が
、
や
や
減
少
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

　
本
展
を
盛
大
且
つ
意
義
あ
る

秀
な
成
績
を
収
め
て
い
ま
す
が
、

郡
美
術
展

村

10月18日

　～20日

も
の
に
す
る
た
め
に
、
い
ま
か

ら
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
、
よ

り
多
く
の
力
作
を
出
品
し
て
く

だ
さ
る
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

○
作
品
部
門
　
書
道
・
絵
画
・

　
彫
塑
・
工
芸
・
写
真

教
科
書
展
示
会
の
お
し
ら
せ

日
　
時

〇
七
月
七
日
（
月
）
～
二
十
一
日

　
（
月
）
ま
で

O
午
前
九
時
ー
午
後
四
時
（
土
曜

　
日
は
午
後
三
時
ま
で
・
日
曜
休
）

△
π
場

　
安
塚
教
科
書
セ
ン
タ
ー

　
（
安
塚
町
安
塚
　
理
科
教
育
セ

　
ン
タ
ー
内
）

展
示
教
科
書

　
昭
和
六
十
二
年
度
か
ら
全
国
で

　
使
用
さ
れ
る
中
学
校
教
科
書
全

　
部

そ
の
他

○
昭
和
六
十
二
年
度
に
教
科
書
は

　
全
部
改
訂
に
な
り
ま
す
。

O
入
場
資
格
等
の
制
限
は
あ
り
ま

　
せ
ん
の
で
、
ど
な
た
で
も
お
い

で
下
さ
い
．

…
噸
も

　
蓬
｝
噛
一

聖
．
，
一
’
一
戸
一
一

　
　
　
一



1
の
O
［
ー

まつのやま（6）

坂口安吾
　文学碑建立に
　　ご協力を〃

　
昨
年
、
町
の
民
俗
資
料
館
で
開

か
れ
た
「
松
之
山
ゆ
か
り
の
文
豪
・

坂
口
安
吾
展
」
は
、
予
想
外
の
波

紋
を
広
げ
、
今
年
二
月
に
は
、
新

潟
日
報
社
の
主
催
に
よ
る
坂
口
安

’
、

、載濾
＼、　略＿

κ
生
誕
八
卜
周
年
、
記
念
文
学
フ

ェ
ス
テ
、
バ
ル
が
新
潟
一
．
一
越
デ
。
ハ
ー

ト
を
会
場
に
開
か
れ
、
会
期
を
一

週
間
延
．
長
す
る
ほ
ど
の
大
き
な
反

響
を
呼
ん
、
で
い
ま
す
。

　
こ
の
会
場
で
、
・
．
L
催
者
や
三
越

の
、
．
』
好
意
で
「
松
之
山
に
文
学
碑

を
」
と
、
呼
び
か
け
て
い
た
だ
い

た
お
か
げ
で
、
全
国
都
道
府
県
の

ト
．
κ
箇
所
、
二
百
三
卜
八
名
の
方

方
か
ら
．
白
、
一
卜
万
円
余
の
寄
附
金

が
、
す
、
で
に
町
公
民
館
事
務
局
に

侭
．
吋
せ
ら
れ
て
い
ま
す
．
こ
の
中
に

は
、
外
国
か
ら
の
留
学
生
、
で
看
円

を
｝
．
込
っ
て
く
れ
た
・
万
、
安
吾
フ
ァ

ン
の
家
庭
の
主
婦
と
い
っ
た
さ
ま

ざ
ま
な
も
の
で
、
い
ま
も
、
毎
H

二
～
三
通
の
寄
附
が
続
い
て
い
る

現
状
で
す
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ペ
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ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
建

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
硬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
越

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三

　
去
る
六
月
ト
ん
H
に
は
、
地
．
兀

の
世
話
人
委
員
会
も
開
か
れ
、
こ

れ
か
ら
本
格
的
な
募
金
活
動
が
始

め
ら
れ
ま
す
が
、
こ
の
喉
黛
、
文

学
碑
建
疏
費
川
は
、
κ
百
．
力
円
の
予

｛
．
叱
．
で
す
。

　
こ
の
際
、
町
民
の
み
な
さ
ん
か

ら
も
ふ
る
っ
て
職
、
｝
協
力
を
い
た
だ

き
、
松
之
…
の
文
化
や
観
光
が
新

し
い
方
向
に
向
か
っ
て
進
む
象
徴

と
し
て
、
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
建

て
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
事
務
局
　
町
公
民
館

建
疏
委
員
．
長
　
村
山
政
光
（
町
．
長
）

代
表
発
起
人
委
員

　
H
．
1
、
　
，
ー
I
J

　　世　　　　　　　　　　　地
1一山話本本保佐久大相垢松’r坂石利
』．二岸人山山坂藤保見沢発本lllH川1タ1
名　　委　　　　　　川　　　起
　繁員秀…武利達勝達人清敏三淳“で
　勝　　　昭人：雄　幸司　平宏難　　　張雄　丁一　　リ

曜
リ
　
新
潟
三
越
祉
．
長

淳
　
作
家

三
毛
代
　
安
吾
未
亡
人

新
潟
H
報
社
．
長

作
家

文
化
協
会
会
．
長

教
育
委
員
．
長

前
教
育
．
長

議
会
議
員

教
育
．
長

（
松
之
山
）
外
二

昭
和
六
十
一
年
度

県
民
芸
術
祭
交
芸
部
門
作
品
募
集

　
県
教
育
委
員
会
、
で
は
、
県
文
睦
．
ム

の
振
興
を
図
る
こ
と
を
日
的
と
し

て
、
睦
．
バ
術
祭
文
芸
作
品
を
広
く
募

集
し
て
い
ま
す
の
、
で
、
多
数
応
募

し
て
く
だ
さ
い
。

▽
種
　
目

o
小
説
　
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
．
互

　
　
　
　
卜
枚
以
内
。

O　　畳・
臨トj

O
短
．
歌

O
俳
｛リ

○

川

柳

四
r
字
詰
原
稿
川
紙
四

枚
以
内
で
現
代
詩
。

一
人
新
作
．
丘
首
を
｝
編

（
っ
な
が
り
が
な
く
と

も
良
い
）
と
し
て
審
査
。

一
人
新
作
五
句
を
一
編

（
つ
な
が
り
が
な
く
と

も
良
い
）
と
し
て
審
査
。

俳
句
と
同
様
と
す
る
。

　
県
内
在
住
者
は
だ
れ
で
も
応
募

で
き
る
。
　
（
小
学
生
～
高
校
生
は

除
く
）

▽
授
　
賞

o
人
選
作
・
…
の
う
ち
優
秀
な
作
品

　
に
は
、
各
種
H
一
編
ず
つ
静
、
ム
術

　
祭
賞
を
授
与
す
る
。

○
授
賞
作
品
の
発
表
は
十
二
月
下

　
句
本
人
あ
て
通
知
す
る
。

▽
応
募
L
の
注
意
・
締
切
り
・
あ

て
先

o
応
募
原
稿
は
、
四
百
字
詰
原
稿

　
川
紙
に
黒
イ
ン
ク
・
黒
ボ
ー
ル

　
ル
ペ
ン
書
き
と
す
る
。

○
第
一
枚
目
に
、
応
募
種
目
・
郵

　
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
（
ペ
ン

　
ネ
ー
ム
の
場
合
は
本
名
を
（
　
y

　
書
き
す
る
）
性
別
・
職
業
・
電

　
話
番
号
を
記
入
。

〇
二
枚
H
よ
り
本
文
を
書
き
お
こ

す
．

o
小
説
は
右
と
じ
す
る
。

○
作
品
は
未
発
表
の
も
の
で
、
返

却
し
な
い
．

○
応
募
の
際
、
あ
て
先
明
記
の
返

　
信
用
葉
書
を
同
封
す
る
こ
と
。

○
締
切
り
　
昭
和
六
十
一
年
十
月

　
九
日
（
木
）
消
印
有
効

O
あ
て
先
　
〒
九
五
〇

　
新
潟
市
新
光
町
四
の
一
　
新
潟

　
県
教
育
庁
文
化
行
政
課
と
し
、

　
封
筒
表
、
面
に
「
県
民
芸
術
祭
文

　
伸
．
ム
作
品
応
募
原
稿
」
と
朱
記
す

　
る
。

※
詳
し
く
は
、
県
文
化
行
政
課
へ

　
電
話
〇
二
．
五
二
i
八
五
ー
．
五
五

　
二
内
線
三
几
一
二

σ）まつのやま

■

第11回

7月27日（日）町民体育大会

き
た
え
よ
心
と
体

　
　
　
　
　
体
力
つ
く
り
宣
言
町

　
今
年
で
十
一
回
目
を
迎
え
る
町

民
体
育
大
会
が
、
七
月
二
十
七
日

（
雨
天
の
場
合
は
、
八
月
三
日
）

松
之
山
中
学
校
グ
ラ
ン
ド
に
お
い

て
行
わ
れ
ま
す
。

　
競
わ
れ
る
種
目
は
去
年
と
同
じ

で
す
が
、
出
場
人
数
が
少
し
減
っ

て
い
る
種
目
が
あ
り
ま
す
。
地
区

対
抗
男
・
女
リ
レ
ー
の
中
で
、
小

学
校
一
・
二
年
生
が
外
さ
れ
、
三

年
生
か
ら
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昨
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
縄
な
い
リ
レ
ー
で
は
、
男
女
六

十
一
歳
以
上
五
名
、
つ
つ
だ
っ
た
の

が
、
新
た
に
小
・
中
・
高
校
の
教

員
四
人
が
加
わ
り
、
一
チ
ー
ム
十

四
人
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
大
会
ま
で
に
は
、
ま
だ
期
間
が

あ
り
ま
す
。
各
種
目
で
選
手
に
な

っ
て
い
る
人
は
一
生
懸
命
練
翌
し

て
、
大
会
で
良
い
成
績
を
納
め
ら

れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
下
さ
い
。

▽
当
日
行
わ
れ
る
種
目

○
小
・
中
・
高
の
百
眉
競
争

○
紅
白
．
玉
入
れ

〇
三
キ
ロ
　
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

o
幼
児
レ
ー
ス

○
小
学
生
の
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

O
宝
箱
は
こ
び

o
う
ず
ま
き
リ
レ
ー

○
砲
丸
投
げ

○
全
員
走
　
小
学
生
は
三
年
以
上

　
　
　
　
　
中
学
生
は
全
員

○
一
般
に
よ
る
百
メ
ー
ト
ル
走

o
だ
る
ま
落
と
し
　
小
学
一
、
二
年

o
綱
引
き

○
玉
は
こ
び
リ
レ
ー

o
民
謡
踊
り

○
縄
な
い
リ
レ
ー

○
男
・
女
リ
レ
ー

　
な
お
、
当
日
の
ス
ケ
．
シ
ュ
ー
ル

は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
遅
れ
な
い
よ
う
に
お
願
い
し

ま
す
。

　
八
時
・
役
員
集
合
。
八
時
二
十

五
分
・
選
手
集
合
、
入
場
行
進
。

八
時
四
十
分
・
開
会
宣
言
、
優
勝

旗
返
還
。
九
時
二
十
分
・
開
会
式

終
了
。
九
時
三
十
分
・
競
技
開
始
。

全
競
技
終
了
解
散
・
三
時
三
十
分
。

第
、
五
回

　
　
　
　
浦
川
原

　
本
年
度
は
、
新
装
な
っ
た
浦

川
原
村
民
体
育
館
で
開
催
さ
れ

ま
す
。
松
之
山
町
は
、
毎
年
優

出
品
点
数
が
、
や
や
減
少
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

　
本
展
を
盛
大
且
つ
意
義
あ
る

秀
な
成
績
を
収
め
て
い
ま
す
が
、

郡
美
術
展

村

10月18日

　～20日

も
の
に
す
る
た
め
に
、
い
ま
か

ら
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
、
よ

り
多
く
の
力
作
を
出
品
し
て
く

だ
さ
る
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

○
作
品
部
門
　
書
道
・
絵
画
・

　
彫
塑
・
工
芸
・
写
真

教
科
書
展
示
会
の
お
し
ら
せ

日
　
時

〇
七
月
七
日
（
月
）
～
二
十
一
日

　
（
月
）
ま
で

O
午
前
九
時
ー
午
後
四
時
（
土
曜

　
日
は
午
後
三
時
ま
で
・
日
曜
休
）

△
π
場

　
安
塚
教
科
書
セ
ン
タ
ー

　
（
安
塚
町
安
塚
　
理
科
教
育
セ

　
ン
タ
ー
内
）

展
示
教
科
書

　
昭
和
六
十
二
年
度
か
ら
全
国
で

　
使
用
さ
れ
る
中
学
校
教
科
書
全

　
部

そ
の
他

○
昭
和
六
十
二
年
度
に
教
科
書
は

　
全
部
改
訂
に
な
り
ま
す
。

O
入
場
資
格
等
の
制
限
は
あ
り
ま

　
せ
ん
の
で
、
ど
な
た
で
も
お
い

で
下
さ
い
．

…
噸
も

　
蓬
｝
噛
一

聖
．
，
一
’
一
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一
一
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1

　　　　　↓　　　　　藤《シ
松之山に文化の芽侭◎

　第1回　　や＼
　　　　　　一こ←若葉会舞踊発表会盛大に

象
　毒

若
葉
会
会
主
　
小
野
塚
サ
ク
さ
ん

　
六
月
十
五
日
、
松
之
山
に
新
し

い
分
野
の
芸
能
発
表
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
松
之
山
部
落
の
踊
り
ク
ル
ー
ブ

“
若
葉
会
”
が
主
催
し
た
、
第
一

回
若
葉
会
舞
踊
発
表
会
で
す
。

　
松
之
山
で
は
文
化
協
会
が
設
立

さ
れ
て
か
ら
色
々
な
分
野
の
活
動

が
活
発
化
し
て
来
ま
し
た
が
、
中

で
も
民
謡
を
唄
わ
れ
る
万
が
多
く
、

　
　
　
　
調
爆

　
　
　
　
の

　
　
　
　
榔

一騨欝

今
回
の
よ
う
な
踊
り
だ
け
の
発
表

会
は
初
め
て
の
こ
と
で
す
。

　
若
葉
会
だ
け
で
な
く
松
之
山
で

踊
り
を
習
っ
て
い
る
人
達
が
総
出

演
し
、
会
場
を
う
め
た
七
百
人
の

観
客
も
、
踊
り
と
衣
裳
の
す
ば
ら

し
さ
に
見
と
れ
っ
ば
な
し
の
一
日

で
し
た
。

　
こ
れ
を
契
機
に
ま
す
ま
す
発
展

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

一
響
、
　
　
　 》　β

フィナーレ。会場いっばいに踊りの輪

穆粒　　．
養
レ
ヒ
！
つ

　
　
矛
ノ

　
今
年
で
三
回
目
を
迎
え
る
親
子

ソ
フ
ト
ホ
ー
ル
大
会
が
、
六
月
七

日
町
民
ク
ラ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
　
参
加
チ
ー
ム
が
六
チ
ー
ム
と
、

や
や
淋
し
い
大
会
で
し
た
が
、
各

チ
ー
ム
と
も
ま
と
ま
っ
て
い
て
好

ゲ
ー
ム
の
連
続
で
し
た
。

　
予
選
の
途
中
か
ら
雨
と
な
つ
て

し
ま
い
、
決
勝
は
屋
内
で
バ
レ
ー

町民グランドでプレイボールナイスボール！

の
ホ
ー
ル
を
使
っ
た
変
則
野
球
で

行
な
い
、
松
里
チ
ー
ム
の
優
勝
が

決
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
に
参
加
し
て
く
れ
た

チ
ー
ム
は
、
三
省
・
湯
山
A
、
B
．
．

松
里
・
浦
田
A
・
B
の
皆
さ
ん
で

す
。
来
年
は
も
っ
と
多
く
の
チ
ー

ム
が
参
加
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期

侍
し
ま
す
。

／、

　　懲1，

9）まつのやま

幼年消防全

貌籔

　
第
六
回
幼
年
消
防
全
国
大
会
が

六
月
五
日
、
上
越
市
リ
ー
ジ
ョ
ン

フ
ラ
ザ
で
開
催
さ
れ
、
全
国
の
幼

年
消
防
ク
ラ
フ
を
持
っ
て
い
る
保

育
園
の
代
表
や
、
多
く
の
消
防
関

係
者
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
こ
の
全
国
大
会
に
、
松
之
由
か

ら
四
つ
の
保
育
所
の
年
長
組
の
皆

さ
ん
が
参
加
し
て
、
式
典
と
幼
年

消
防
ク
ラ
フ
員
に
よ
る
鼓
笛
演
奏

や
舞
踊
を
見
学
し
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
に
は
、
会
長
の
笹
川

良
一
氏
も
姿
を
見
せ
、
子
供
達
に

火
の
用
心
と
健
康
な
身
体
作
り
を

呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。
今
、
全

国
で
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
員
は
六
〇

万
人
い
る
そ
う
で
ず
。

屠 会場のみんなとゲームを楽しむ園児たち

になり呑レ彪

　
　
　
轟
』

？
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マ
▼
｛

4
、
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．
髄
恥
毒

遅
れ
て
い
た
田
植
え
も
ど
う
や

ら
終
わ
り
、
こ
れ
か
ら
、
町
や
地

区
、
部
落
行
事
で
忙
が
し
い
時
期

と
な
り
ま
す
が
、
六
目
十
五
日
、

各
地
区
よ
り
先
が
け
て
松
之
山
小

学
校
の
運
動
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
良
く
晴
れ
上
が
り
運

動
会
に
は
最
高
の
日
で
し
た
。

　
カ
ン
カ
ン
照
り
の
下
で
汗
だ
く

に
な
り
な
が
ら
、
色
々
な
種
目
が

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
保
育
園
児
に
よ
る
お
遊
ぎ
も
、

か
わ
い
か
っ
た
で
す
。
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若
葉
会
会
主
　
小
野
塚
サ
ク
さ
ん

　
六
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十
五
日
、
松
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新
し
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分
野
の
芸
能
発
表
会
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行
わ
れ

ま
し
た
。

　
松
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山
部
落
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踊
り
ク
ル
ー
ブ

“
若
葉
会
”
が
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催
し
た
、
第
一

回
若
葉
会
舞
踊
発
表
会
で
す
。

　
松
之
山
で
は
文
化
協
会
が
設
立

さ
れ
て
か
ら
色
々
な
分
野
の
活
動

が
活
発
化
し
て
来
ま
し
た
が
、
中

で
も
民
謡
を
唄
わ
れ
る
万
が
多
く
、

　
　
　
　
調
爆

　
　
　
　
の

　
　
　
　
榔

一騨欝

今
回
の
よ
う
な
踊
り
だ
け
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発
表

会
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初
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て
の
こ
と
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す
。

　
若
葉
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踊
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た
。
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養
レ
ヒ
！
つ
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ノ
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迎
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六
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ま
し

た
。
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“社会を明るくする運動“

新潟県実施要綱

一
、
趣
旨

　
”
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
”

は
、
す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
の

防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更

生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ

せ
、
犯
罪
の
な
い
明
る
い
社
会
を

築
こ
う
と
す
る
運
動
で
あ
る
。

　
昭
和
二
六
年
に
発
足
し
た
本
運

動
は
、
今
回
で
三
六
回
を
数
え
る

が
、
こ
の
間
一
貫
し
て
犯
罪
や
非

行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち

の
更
生
に
つ
い
て
す
べ
て
の
人
々

の
理
解
と
協
力
を
得
る
よ
う
な
様

様
な
活
動
を
展
開
し
て
き
た
所
で

あ
る
。
今
回
は
、
こ
れ
ま
で
の
実

績
を
踏
ま
え
、
国
民
す
べ
て
の
願

い
で
あ
る
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明

る
い
社
会
の
実
現
に
向
け
て
本
運

動
の
一
層
の
推
進
を
図
ろ
う
と
す

る
も
の
で
あ
る
．

二
、
期
問

　
昭
和
六
十
一
年
七
月
一
日
か
ら

同
三
十
｝
日
ま
で
の
一
カ
月
間
。

三
、
重
点
目
標

　
「
地
域
活
動
の
推
進
に
よ
る
非

　
行
防
止
と
更
生
の
援
助
」

　
我
が
国
の
犯
罪
、
特
に
少
年
非

行
の
現
況
を
み
る
と
、
そ
の
発
生

件
数
は
な
お
高
水
準
に
あ
り
、
内

容
的
に
も
、
殺
人
・
強
盗
等
の
凶

悪
事
件
が
跡
を
絶
た
な
い
ば
か
り

か
、
依
然
と
し
て
窃
盗
事
犯
、
覚

せ
い
剤
・
シ
ン
ナ
ー
等
の
薬
物
濫

用
事
犯
や
女
子
少
年
に
よ
る
性
非

行
が
多
発
し
て
お
り
、
更
に
非
行

の
低
年
齢
化
・
一
般
化
の
傾
向
も

顕
著
に
認
め
ら
れ
る
上
、
陰
湿
「
い

じ
め
」
に
関
連
す
る
事
件
が
増
加

し
て
社
会
問
題
化
す
る
な
ど
、
そ

の
動
向
は
引
き
続
き
予
断
を
許
さ

な
い
状
況
に
あ
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
は
、
遊
興
的
・

享
楽
的
な
社
会
風
潮
を
反
映
す
る

と
と
も
に
、
家
庭
・
学
校
・
職
場

及
び
地
域
社
会
に
お
け
る
人
間
関

係
の
希
薄
化
等
に
よ
る
と
こ
ろ
が

少
な
く
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
こ

れ
ら
に
対
処
す
る
た
め
に
は
、
関

係
者
は
も
と
よ
り
、
少
年
を
取
り

巻
く
地
域
住
民
一
人
一
人
が
力
を

合
わ
せ
、
非
行
の
原
因
と
な
る
事

態
の
改
善
や
非
行
に
陥
っ
た
少
年

の
更
生
の
た
め
に
、
一
層
幅
広
い

地
域
活
動
を
実
施
す
る
必
要
が
あ

る
。

税1こ関する

高校生の作文募集

　
国
税
庁
を
は
じ
め
国
税
局
、
税

務
署
で
は
、
本
年
度
も
全
国
の
高

校
生
か
ら
「
税
に
関
す
る
作
文
」

を
、
ま
た
、
中
学
生
か
ら
「
税
に

関
す
る
標
語
」
を
募
集
し
ま
す
。

　
テ
ー
マ
は
、
作
文
・
標
語
と
も

税
に
関
す
る
も
の
な
ら
何
で
も
結

構
で
す
．

　
受
付
は
税
務
署
で
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
高
校
生
、
中
学
生
の
皆

さ
ん
、
奮
っ
て
応
募
し
て
く
だ
さ

い
。　

〔
作

○
応
募
数

○
締
切
日

o
表
彰

文
〕　
一
人
一
編
　
三
千
字

　
以
内

九
月
五
日
（
金
）

　
優
秀
作
品
に
は
、
国

　
税
庁
長
官
賞
や
国
税

　
局
長
賞
な
ど
が
贈
ら

　
れ
ま
す
．

　
〔
標
琶

o
応
募
数
　
一
人
一
編

o
締
切
日

o
表
彰

九
月
五
日
（
金
）

優
秀
作
品
に
は
、
国

税
局
長
賞
な
ど
が
贈

ら
れ
ま
す
。

㌘
多

翻
　
　
　
一

　
！
θ
捜

　
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
今
回

の
本
運
動
の
重
点
目
標
を
前
回
に

引
き
続
き
「
地
域
活
動
の
推
進
に

よ
る
少
年
の
非
行
防
止
と
更
生
の

援
助
」
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

▽
標
語

　
防
ご
う
非
行
　
助
け
よ
う
立
ち

直
り

o
主
唱
　
法
務
省
・
新
潟
県
・
松

　
之
山
町
保
護
司
会

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

　
　
（
市
町
村
振
興
宝
く
じ
）

　
　
　
発
売

　
一
等
五
、
○
○
○
万
円
が

百
本
当
た
る
ほ
か
、
デ
ラ
ッ
ク

ス
・
カ
ー
賞
（
特
別
賞
）
と
し

て
八
O
O
万
円
、
六
百
本
、
フ

ア
ミ
リ
ー
・
カ
ー
賞
、
三
〇
〇

万
円
が
二
千
本
当
た
る
な
ど
、

大
型
宝
く
じ
が
発
売
さ
れ
ま
究

　
「
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、

市
町
村
の
災
害
対
策
と
明
る
く

住
み
よ
い
街
づ
く
り
等
に
使
わ

れ
ま
き

　
七
月
十
五
日
（
火
）
か
ら
予

約
受
付
．

◎
申
込
方
法
等
く
わ
し
い
こ
と

　
は
七
月
十
五
日
の
新
聞
紙
上

　
に
発
表
さ
れ
ま
す
。

鋤まつのやま

・
日
時
　
八
月
十
四
日
（
木
）

　
　
　
午
前
九
時
～

・
会
場
　
松
之
山
町
公
民
館

　
　
　
（
休
養
村
セ
ン
タ
i
）

・
該
当
者
　
昭
和
四
十
一
年
四
月

二
日
～
四
十
二
年
四
月
一
日
に

生
ま
れ
た
方
．

な
お
、
町
内
の
小
・
中
学
校
を

　
　
　
　
　
▼

案ごの ト案内
去年の成人式から

“成人式。

卒
業
さ
れ
た
方
に
は
そ
れ
ぞ
れ
、

ご
案
内
を
差
し
上
げ
ま
す
が
、
出

身
が
松
之
山
以
外
と
い
う
方
は
、

な
か
な
か
わ
か
り
に
く
い
こ
と
か

ら
、
該
当
さ
れ
る
方
が
お
ら
れ
ま

し
た
ら
公
民
館
ま
で
ご
一
報
く
だ

さ
い
。
　
（
電
話
六
ー
二
二
六
五
）

沁

紬鍛・

新潟市の高校生

松之山で田植え実習

▽鰹
・

　　　　　　　　　　　　て　ハ▲田植っていがいと重労働ねえ

　おやつをおいしそうに食べる高校生

〈小雨の中　素足になってなれない田植

　
新
潟
市
の
敬
和
学
園
高
校
の
生

徒
二
十
八
人
が
、
農
業
実
習
の
た

め
松
之
山
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
高
校
で
は
、
高
校
生
活
の

中
で
林
業
・
農
業
・
漁
業
と
い
う

第
一
次
産
業
を
生
徒
に
経
験
さ
せ

る
事
を
目
的
に
、
各
地
で
実
習
し

て
い
る
そ
う
で
す
。

　
五
月
三
十
日
、
ば
あ
ー
ど
が
ー

で
ん
に
一
泊
し
た
一
行
は
、
あ
い

に
く
の
雨
模
様
の
中
、
浦
田
新
田

部
落
の
五
戸
の
農
家
を
訪
ず
れ
、

用
意
さ
れ
た
十
ア
ー
ル
ほ
ど
の
田

ん
ぼ
で
、
田
植
え
実
習
を
行
い
ま

し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
全
員
が
素
足
に

　
　
　
　
　
　
な
り
、
ズ
ボ
ン
の

　
　
　
　
　
　
裾
を
ま
く
り
上
げ

　
　
　
　
　
　
な
が
ら
初
め
て
の

　
　
　
　
　
　
田
植
え
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
．
秋

に
は
、
自
分
達
の

植
え
た
田
ん
ぽ
の

稲
刈
り
に
、
二
百

名
以
上
の
同
級
生

を
連
れ
て
来
る
と

い
う
こ
と
で
す
．

豊
作
だ
と
い
い
で

す
ね
。
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“社会を明るくする運動“

新潟県実施要綱

一
、
趣
旨

　
”
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
”

は
、
す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
の

防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更

生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ

せ
、
犯
罪
の
な
い
明
る
い
社
会
を

築
こ
う
と
す
る
運
動
で
あ
る
。

　
昭
和
二
六
年
に
発
足
し
た
本
運

動
は
、
今
回
で
三
六
回
を
数
え
る

が
、
こ
の
間
一
貫
し
て
犯
罪
や
非

行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち

の
更
生
に
つ
い
て
す
べ
て
の
人
々

の
理
解
と
協
力
を
得
る
よ
う
な
様

様
な
活
動
を
展
開
し
て
き
た
所
で

あ
る
。
今
回
は
、
こ
れ
ま
で
の
実

績
を
踏
ま
え
、
国
民
す
べ
て
の
願

い
で
あ
る
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明

る
い
社
会
の
実
現
に
向
け
て
本
運

動
の
一
層
の
推
進
を
図
ろ
う
と
す

る
も
の
で
あ
る
．

二
、
期
問

　
昭
和
六
十
一
年
七
月
一
日
か
ら

同
三
十
｝
日
ま
で
の
一
カ
月
間
。

三
、
重
点
目
標

　
「
地
域
活
動
の
推
進
に
よ
る
非

　
行
防
止
と
更
生
の
援
助
」

　
我
が
国
の
犯
罪
、
特
に
少
年
非

行
の
現
況
を
み
る
と
、
そ
の
発
生

件
数
は
な
お
高
水
準
に
あ
り
、
内

容
的
に
も
、
殺
人
・
強
盗
等
の
凶

悪
事
件
が
跡
を
絶
た
な
い
ば
か
り

か
、
依
然
と
し
て
窃
盗
事
犯
、
覚

せ
い
剤
・
シ
ン
ナ
ー
等
の
薬
物
濫

用
事
犯
や
女
子
少
年
に
よ
る
性
非

行
が
多
発
し
て
お
り
、
更
に
非
行

の
低
年
齢
化
・
一
般
化
の
傾
向
も

顕
著
に
認
め
ら
れ
る
上
、
陰
湿
「
い

じ
め
」
に
関
連
す
る
事
件
が
増
加

し
て
社
会
問
題
化
す
る
な
ど
、
そ

の
動
向
は
引
き
続
き
予
断
を
許
さ

な
い
状
況
に
あ
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
は
、
遊
興
的
・

享
楽
的
な
社
会
風
潮
を
反
映
す
る

と
と
も
に
、
家
庭
・
学
校
・
職
場

及
び
地
域
社
会
に
お
け
る
人
間
関

係
の
希
薄
化
等
に
よ
る
と
こ
ろ
が

少
な
く
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
こ

れ
ら
に
対
処
す
る
た
め
に
は
、
関

係
者
は
も
と
よ
り
、
少
年
を
取
り

巻
く
地
域
住
民
一
人
一
人
が
力
を

合
わ
せ
、
非
行
の
原
因
と
な
る
事

態
の
改
善
や
非
行
に
陥
っ
た
少
年

の
更
生
の
た
め
に
、
一
層
幅
広
い

地
域
活
動
を
実
施
す
る
必
要
が
あ

る
。

税1こ関する

高校生の作文募集

　
国
税
庁
を
は
じ
め
国
税
局
、
税

務
署
で
は
、
本
年
度
も
全
国
の
高

校
生
か
ら
「
税
に
関
す
る
作
文
」

を
、
ま
た
、
中
学
生
か
ら
「
税
に

関
す
る
標
語
」
を
募
集
し
ま
す
。

　
テ
ー
マ
は
、
作
文
・
標
語
と
も

税
に
関
す
る
も
の
な
ら
何
で
も
結

構
で
す
．

　
受
付
は
税
務
署
で
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
高
校
生
、
中
学
生
の
皆

さ
ん
、
奮
っ
て
応
募
し
て
く
だ
さ

い
。　

〔
作

○
応
募
数

○
締
切
日

o
表
彰

文
〕　
一
人
一
編
　
三
千
字

　
以
内

九
月
五
日
（
金
）

　
優
秀
作
品
に
は
、
国

　
税
庁
長
官
賞
や
国
税

　
局
長
賞
な
ど
が
贈
ら

　
れ
ま
す
．

　
〔
標
琶

o
応
募
数
　
一
人
一
編

o
締
切
日

o
表
彰

九
月
五
日
（
金
）

優
秀
作
品
に
は
、
国

税
局
長
賞
な
ど
が
贈

ら
れ
ま
す
。

㌘
多

翻
　
　
　
一

　
！
θ
捜

　
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
今
回

の
本
運
動
の
重
点
目
標
を
前
回
に

引
き
続
き
「
地
域
活
動
の
推
進
に

よ
る
少
年
の
非
行
防
止
と
更
生
の

援
助
」
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

▽
標
語

　
防
ご
う
非
行
　
助
け
よ
う
立
ち

直
り

o
主
唱
　
法
務
省
・
新
潟
県
・
松

　
之
山
町
保
護
司
会

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

　
　
（
市
町
村
振
興
宝
く
じ
）

　
　
　
発
売

　
一
等
五
、
○
○
○
万
円
が

百
本
当
た
る
ほ
か
、
デ
ラ
ッ
ク

ス
・
カ
ー
賞
（
特
別
賞
）
と
し

て
八
O
O
万
円
、
六
百
本
、
フ

ア
ミ
リ
ー
・
カ
ー
賞
、
三
〇
〇

万
円
が
二
千
本
当
た
る
な
ど
、

大
型
宝
く
じ
が
発
売
さ
れ
ま
究

　
「
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、

市
町
村
の
災
害
対
策
と
明
る
く

住
み
よ
い
街
づ
く
り
等
に
使
わ

れ
ま
き

　
七
月
十
五
日
（
火
）
か
ら
予

約
受
付
．

◎
申
込
方
法
等
く
わ
し
い
こ
と

　
は
七
月
十
五
日
の
新
聞
紙
上

　
に
発
表
さ
れ
ま
す
。

鋤まつのやま

・
日
時
　
八
月
十
四
日
（
木
）

　
　
　
午
前
九
時
～

・
会
場
　
松
之
山
町
公
民
館

　
　
　
（
休
養
村
セ
ン
タ
i
）

・
該
当
者
　
昭
和
四
十
一
年
四
月

二
日
～
四
十
二
年
四
月
一
日
に

生
ま
れ
た
方
．

な
お
、
町
内
の
小
・
中
学
校
を

　
　
　
　
　
▼

案ごの ト案内
去年の成人式から

“成人式。

卒
業
さ
れ
た
方
に
は
そ
れ
ぞ
れ
、

ご
案
内
を
差
し
上
げ
ま
す
が
、
出

身
が
松
之
山
以
外
と
い
う
方
は
、

な
か
な
か
わ
か
り
に
く
い
こ
と
か

ら
、
該
当
さ
れ
る
方
が
お
ら
れ
ま

し
た
ら
公
民
館
ま
で
ご
一
報
く
だ

さ
い
。
　
（
電
話
六
ー
二
二
六
五
）

沁

紬鍛・

新潟市の高校生

松之山で田植え実習

▽鰹
・

　　　　　　　　　　　　て　ハ▲田植っていがいと重労働ねえ

　おやつをおいしそうに食べる高校生

〈小雨の中　素足になってなれない田植

　
新
潟
市
の
敬
和
学
園
高
校
の
生

徒
二
十
八
人
が
、
農
業
実
習
の
た

め
松
之
山
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
高
校
で
は
、
高
校
生
活
の

中
で
林
業
・
農
業
・
漁
業
と
い
う

第
一
次
産
業
を
生
徒
に
経
験
さ
せ

る
事
を
目
的
に
、
各
地
で
実
習
し

て
い
る
そ
う
で
す
。

　
五
月
三
十
日
、
ば
あ
ー
ど
が
ー

で
ん
に
一
泊
し
た
一
行
は
、
あ
い

に
く
の
雨
模
様
の
中
、
浦
田
新
田

部
落
の
五
戸
の
農
家
を
訪
ず
れ
、

用
意
さ
れ
た
十
ア
ー
ル
ほ
ど
の
田

ん
ぼ
で
、
田
植
え
実
習
を
行
い
ま

し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
全
員
が
素
足
に

　
　
　
　
　
　
な
り
、
ズ
ボ
ン
の

　
　
　
　
　
　
裾
を
ま
く
り
上
げ

　
　
　
　
　
　
な
が
ら
初
め
て
の

　
　
　
　
　
　
田
植
え
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
．
秋

に
は
、
自
分
達
の

植
え
た
田
ん
ぽ
の

稲
刈
り
に
、
二
百

名
以
上
の
同
級
生

を
連
れ
て
来
る
と

い
う
こ
と
で
す
．

豊
作
だ
と
い
い
で

す
ね
。
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健康保険・厚生年金

五人未満事業所等について
も適用拡大が行われます。

　
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
及
び
国
民
年
金
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に

伴
い
、
五
人
未
満
の
従
業
貝
を
使

用
す
る
事
業
所
等
の
う
ち
、
法
人

の
事
業
所
に
つ
い
て
、
昭
和
六
十

一
年
四
月
一
日
か
ら
健
康
保
険
及

び
厚
生
年
金
保
険
が
次
の
区
分
に

従
い
段
階
的
に
適
用
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
．

一
、
非
適
用
業
種
（
飲
食
業
・
サ

　
ー
ビ
ス
業
等
）
の
常
時
五
人
以

　
上
の
従
業
員
を
使
用
す
る
法
人

　
の
事
業
所
．

　
（
昭
和
六
十
一
年
四
月
一
日
か

　
　
ら
適
用
）

二
、
全
業
種
の
常
時
五
人
未
満
の

　
従
業
員
を
使
用
す
る
法
人
の
事

業
所
．

　
（
昭
和
六
十
二
年
四
月
一
日
か

　
　
ら
昭
和
六
十
四
年
三
月
三
十

　
　
一
日
ま
で
の
間
に
段
階
的
に

　
　
適
用
）

　
加
入
手
続
等
詳
し
い
こ
と
は
、

上
越
社
会
保
険
事
務
所
に
お
た
ず

ね
く
だ
さ
い
．

　
電
話
〇
二
五
五
ー
二
四
－
四
一

一
一

国民年金保険料

免除手続きはお早目に

　
国
民
年
金
の
第
一
号
被
保
険
者

（
保
険
料
の
納
付
を
要
す
る
人
）

で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、

国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
著
し
く
困
難
な
方
に
は
、
そ

の
人
の
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
免

除
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
．

　
た
だ
し
、
生
命
保
険
料
の
掛
金

を
一
定
額
以
上
支
払
っ
て
い
る
場

合
に
は
免
除
さ
れ
ま
せ
ん
。

一
、
町
民
税
が
賦
課
さ
れ
て
い
な

　
い
と
き
。

二
、
失
業
し
て
収
入
が
な
い
と
き
。

三
、
火
災
や
風
水
害
等
で
被
害
を

受
け
た
と
き
．

四
、
医
療
費
等
の
出
費
で
家
計
が

苦
し
い
と
き
．

　
保
険
料
の
免
除
の
申
請
は
、
「
七

月
三
十
一
日
」
ま
で
に
印
鑑
を
持

参
の
う
え
役
場
の
国
民
年
金
係
で

行
っ
て
下
さ
い
。

　
な
お
、
免
除
を
受
け
た
期
間
の

年
金
額
は
三
分
の
一
に
減
額
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

生
活
に
余
裕
が
出
た
と
き
は
、
そ

の
期
間
に
つ
い
て
の
保
険
料
を
追

納
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

昭
和
六
十
一
年
度
国
家
公
務
員

（
税
務
）
募
集
要
綱
．

▽
受
験
資
格

　
昭
和
四
十
一
年
四
月
二
日
か
ら

　
昭
和
四
十
四
年
四
月
一
日
ま
で

　
に
生
ま
れ
た
者
．

▽
受
験
手
続

　
（
申
込
用
紙
の
請
求
先
）

最
寄
り
の
税
務
署

　
（
受
付
期
間
）

　
七
月
九
日
～
七
月
十
六
日
ま
で
。

　
（
申
込
先
）

　
人
事
院
関
東
事
務
局
　
〒
東
京

　
都
千
代
田
区
大
手
町
一
－
三
－

　
三
　
合
同
庁
舎
三
号
館

▽
第
一
次
試
験

O
試
験
日
　
十
月
五
日
（
日
）

o
試
験
地
　
新
潟
・
長
岡
・
上
越

○
試
験
種
目
　
教
養
試
験
・
適
性

試
験
及
び
作
文

o
合
格
発
表
　
十
一
月
五
日

▽
第
二
次
試
験

　
十
一
月
中
旬
～
下
旬
の
う
ち
指

定
す
る
日

○
試
験
地
第
一
次
合
格
通
知
で

指
示
す
る
．

o
種
目
　
面
接
及
び
身
体
検
査

▽
最
終
合
格
発
表

　
十
二
月
十
九
日
、
採
用
内
定
通

　
知
は
、
最
終
合
格
発
表
の
後
、

　
国
税
局
か
ら
通
知
さ
れ
る
。

▽
採
用
月
日
　
昭
和
六
十
二
年
四

月
一
日

▽
採
用
人
員
　
関
東
甲
信
越
地
域

　
で
三
百
六
十
人
。

停
電

東
北
電
力

▽
七
月
二
十
四
日
　
（
木
）

o
午
前
八
時
～
午
前
十
二
時
ま
で

○
藤
倉
・
中
尾
・
東
川
・
上
蝦
池
・
下
蝦
池
の
全
部

献
血
に
ご
協
力
あ
り
が
と
う

　
　
　
　
　
今
度
も
お
願
い
し
ま
す
。

　
松
之
山
に
お
け
る
今
年
二
回
目

の
献
血
が
、
六
月
十
二
日
、
安
塚

高
校
松
之
山
分
校
を
会
場
に
行
わ

れ
、
大
勢
の
高
校
生
．
一
般
の
方

々
か
ら
献
血
に
協
力
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
．

　
今
年
か
ら
、
希
望
に
よ
り
四
百

C
C
の
採
血
も
実
施
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
全
国
的
に
血
液
が
不
足
し

て
い
る
現
状
で
す
。
一
人
で
も
多

く
の
方
か
ら
ご
協
力
願
え
る
こ
と

を
望
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
次
の
献
血
は
、
七
月
二
十

四
日
、
松
里
老
人
憩
い
の
家
で
行

わ
れ
ま
す
の
で
、
近
く
の
方
は
是

非
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

隻轡り．1

『
び

　　　　　　　　　　　ヤげつリバァ　ド　　ドぼ　
いつも協力ありがとう（松之山高校）

献
血
協
力
者
名
　
　
　
（
順
不
同
）

　
高
沢
保
彦
・
鈴
木
孝
基
・
山
岸

紀
夫
・
高
橋
明
・
丸
山
祐
子
・
高

橋
純
子
・
妻
嶋
江
理
子
・
津
端
純
・

佐
藤
寛
子
・
南
雲
武
・
佐
藤
喜
作
・

布
施
政
子
・
柳
裕
子
・
保
坂
真
由

美
・
佐
藤
和
子
・
高
橋
み
ゆ
き
・

若
井
和
枝
・
村
山
涼
子
・
南
雲
陽

子
・
相
沢
淳
子
・
佐
藤
喜
三
代
・

高
橋
昭
子
・
小
野
塚
め
ぐ
み
・
高

沢
ち
ひ
ろ
・
高
橋
志
津
子
・
布
施

契
一
・
若
井
登
・
布
施
浩
一
・
山

岸
広
明
・
小
見
宗
雄
・
保
坂
直
樹
・

福
原
正
子
・
福
原
い
せ
子
・
小
堺

ゆ
り
子
・
長
沢
佳
世
・
村
山
公
子
・

保
坂
早
苗
・
志
賀
義
雄
・
井
川
勝

博
・
小
野
塚
浩
二
・
小
野
塚
淳
子
・

丸
林
礼
一
・
佐
藤
た
み
子
・
佐
藤

幸
恵
・
丸
林
和
子
・
村
山
智
佳
子
・

村
山
真
弓
・
樋
口
由
起
子
・
久
保

田
久
美
子
・
小
野
塚
早
苗
・
小
野

塚
幸
子
・
高
橋
和
徳
・
高
橋
仁
．

滝
沢
幹
夫
・
福
原
晃
．
小
野
塚
良

子
・
津
端
正
子
・
中
島
厚
子
・
村

山
昭
雄
・
久
保
田
正
敏
・
高
橋
直

栄
・
村
山
和
宏
・
保
坂
邦
治
．
田

辺
栄
和
・
高
橋
み
ゆ
き
・
村
山
聖

子
・
滝
沢
輝
美
・
佐
藤
美
枝
子
・

樋
口
君
子
・
高
橋
さ
お
り
・
小
堺

モ
ト
子
・
福
原
光
江
・
和
久
井
愛

子
・
佐
藤
一
徳
・
丸
山
健
・
高
橋

孝
夫
・
小
林
要
太
・
関
谷
幸
夫
・

高
橋
修
治
・
村
山
祐
樹
・
本
山
信

幸
・
高
橋
明
夫
・
村
山
と
み
子
・

高
橋
良
一
・
佐
藤
三
雄
・
山
岸
充

宣
・
佐
藤
幸
伸
・
竹
内
福
栄
・
布

施
武
司
・
高
橋
雅
美
・
樋
口
美
保
・

久
保
田
泰
幸
・
久
保
田
雅
子
・
福

原
美
恵
子
・
石
塚
み
さ
子
・
渡
辺

美
千
子
・
樋
口
美
奈
・
佐
藤
こ
ず

え
・
相
沢
安
世
・
相
沢
秋
男
．
中

島
一
男
・
福
原
善
行
・
吉
川
雄
一
．

宮
沢
伸
恵
　
以
上
一
〇
四
名
。

　
　
　
　
　
（
六
月
十
二
日
分
）
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《愛の血液助け合い運動》

　　7月1日～31日
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婁
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消
す
と

よ
く
見
之
ゑ

　
　
　
　
♂

一
読
あ
な
4
口
！

く
じ
付

暑
中
見
舞
は
が
き

　
　
発
売
中
！

　
年
賀
は
が
き
と
同
じ
よ
う
に
賞

品
の
当
た
る
“
く
じ
付
”
の
暑
中

見
舞
用
は
が
き
三
種
が
、
六
月
十

六
日
よ
り
発
売
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
賞
品
は
A
・
B
・
C
賞
と
あ
り
、

A
賞
は
21
型
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
四
八

○
本
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
抽
せ
ん
日
・
九
月
十
五
日
）

　
御
無
沙
汰
し
て
い
る
方
へ
涼
し

い
．
更
り
を
ど
う
ぞ
。

　
｛
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健康保険・厚生年金

五人未満事業所等について
も適用拡大が行われます。

　
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
及
び
国
民
年
金
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に

伴
い
、
五
人
未
満
の
従
業
貝
を
使

用
す
る
事
業
所
等
の
う
ち
、
法
人

の
事
業
所
に
つ
い
て
、
昭
和
六
十

一
年
四
月
一
日
か
ら
健
康
保
険
及

び
厚
生
年
金
保
険
が
次
の
区
分
に

従
い
段
階
的
に
適
用
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
．

一
、
非
適
用
業
種
（
飲
食
業
・
サ

　
ー
ビ
ス
業
等
）
の
常
時
五
人
以

　
上
の
従
業
員
を
使
用
す
る
法
人

　
の
事
業
所
．

　
（
昭
和
六
十
一
年
四
月
一
日
か

　
　
ら
適
用
）

二
、
全
業
種
の
常
時
五
人
未
満
の

　
従
業
員
を
使
用
す
る
法
人
の
事

業
所
．

　
（
昭
和
六
十
二
年
四
月
一
日
か

　
　
ら
昭
和
六
十
四
年
三
月
三
十

　
　
一
日
ま
で
の
間
に
段
階
的
に

　
　
適
用
）

　
加
入
手
続
等
詳
し
い
こ
と
は
、

上
越
社
会
保
険
事
務
所
に
お
た
ず

ね
く
だ
さ
い
．

　
電
話
〇
二
五
五
ー
二
四
－
四
一

一
一

国民年金保険料

免除手続きはお早目に

　
国
民
年
金
の
第
一
号
被
保
険
者

（
保
険
料
の
納
付
を
要
す
る
人
）

で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、

国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
著
し
く
困
難
な
方
に
は
、
そ

の
人
の
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
免

除
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
．

　
た
だ
し
、
生
命
保
険
料
の
掛
金

を
一
定
額
以
上
支
払
っ
て
い
る
場

合
に
は
免
除
さ
れ
ま
せ
ん
。

一
、
町
民
税
が
賦
課
さ
れ
て
い
な

　
い
と
き
。

二
、
失
業
し
て
収
入
が
な
い
と
き
。

三
、
火
災
や
風
水
害
等
で
被
害
を

受
け
た
と
き
．

四
、
医
療
費
等
の
出
費
で
家
計
が

苦
し
い
と
き
．

　
保
険
料
の
免
除
の
申
請
は
、
「
七

月
三
十
一
日
」
ま
で
に
印
鑑
を
持

参
の
う
え
役
場
の
国
民
年
金
係
で

行
っ
て
下
さ
い
。

　
な
お
、
免
除
を
受
け
た
期
間
の

年
金
額
は
三
分
の
一
に
減
額
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

生
活
に
余
裕
が
出
た
と
き
は
、
そ

の
期
間
に
つ
い
て
の
保
険
料
を
追

納
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

昭
和
六
十
一
年
度
国
家
公
務
員

（
税
務
）
募
集
要
綱
．

▽
受
験
資
格

　
昭
和
四
十
一
年
四
月
二
日
か
ら

　
昭
和
四
十
四
年
四
月
一
日
ま
で

　
に
生
ま
れ
た
者
．

▽
受
験
手
続

　
（
申
込
用
紙
の
請
求
先
）

最
寄
り
の
税
務
署

　
（
受
付
期
間
）

　
七
月
九
日
～
七
月
十
六
日
ま
で
。

　
（
申
込
先
）

　
人
事
院
関
東
事
務
局
　
〒
東
京

　
都
千
代
田
区
大
手
町
一
－
三
－

　
三
　
合
同
庁
舎
三
号
館

▽
第
一
次
試
験

O
試
験
日
　
十
月
五
日
（
日
）

o
試
験
地
　
新
潟
・
長
岡
・
上
越

○
試
験
種
目
　
教
養
試
験
・
適
性

試
験
及
び
作
文

o
合
格
発
表
　
十
一
月
五
日

▽
第
二
次
試
験

　
十
一
月
中
旬
～
下
旬
の
う
ち
指

定
す
る
日

○
試
験
地
第
一
次
合
格
通
知
で

指
示
す
る
．

o
種
目
　
面
接
及
び
身
体
検
査

▽
最
終
合
格
発
表

　
十
二
月
十
九
日
、
採
用
内
定
通

　
知
は
、
最
終
合
格
発
表
の
後
、

　
国
税
局
か
ら
通
知
さ
れ
る
。

▽
採
用
月
日
　
昭
和
六
十
二
年
四

月
一
日

▽
採
用
人
員
　
関
東
甲
信
越
地
域

　
で
三
百
六
十
人
。

停
電

東
北
電
力

▽
七
月
二
十
四
日
　
（
木
）

o
午
前
八
時
～
午
前
十
二
時
ま
で

○
藤
倉
・
中
尾
・
東
川
・
上
蝦
池
・
下
蝦
池
の
全
部

献
血
に
ご
協
力
あ
り
が
と
う

　
　
　
　
　
今
度
も
お
願
い
し
ま
す
。

　
松
之
山
に
お
け
る
今
年
二
回
目

の
献
血
が
、
六
月
十
二
日
、
安
塚

高
校
松
之
山
分
校
を
会
場
に
行
わ

れ
、
大
勢
の
高
校
生
．
一
般
の
方

々
か
ら
献
血
に
協
力
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
．

　
今
年
か
ら
、
希
望
に
よ
り
四
百

C
C
の
採
血
も
実
施
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
全
国
的
に
血
液
が
不
足
し

て
い
る
現
状
で
す
。
一
人
で
も
多

く
の
方
か
ら
ご
協
力
願
え
る
こ
と

を
望
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
次
の
献
血
は
、
七
月
二
十

四
日
、
松
里
老
人
憩
い
の
家
で
行

わ
れ
ま
す
の
で
、
近
く
の
方
は
是

非
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

隻轡り．1

『
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　　　　　　　　　　　ヤげつリバァ　ド　　ドぼ　
いつも協力ありがとう（松之山高校）

献
血
協
力
者
名
　
　
　
（
順
不
同
）

　
高
沢
保
彦
・
鈴
木
孝
基
・
山
岸

紀
夫
・
高
橋
明
・
丸
山
祐
子
・
高

橋
純
子
・
妻
嶋
江
理
子
・
津
端
純
・

佐
藤
寛
子
・
南
雲
武
・
佐
藤
喜
作
・

布
施
政
子
・
柳
裕
子
・
保
坂
真
由

美
・
佐
藤
和
子
・
高
橋
み
ゆ
き
・

若
井
和
枝
・
村
山
涼
子
・
南
雲
陽

子
・
相
沢
淳
子
・
佐
藤
喜
三
代
・

高
橋
昭
子
・
小
野
塚
め
ぐ
み
・
高

沢
ち
ひ
ろ
・
高
橋
志
津
子
・
布
施

契
一
・
若
井
登
・
布
施
浩
一
・
山

岸
広
明
・
小
見
宗
雄
・
保
坂
直
樹
・

福
原
正
子
・
福
原
い
せ
子
・
小
堺

ゆ
り
子
・
長
沢
佳
世
・
村
山
公
子
・

保
坂
早
苗
・
志
賀
義
雄
・
井
川
勝

博
・
小
野
塚
浩
二
・
小
野
塚
淳
子
・

丸
林
礼
一
・
佐
藤
た
み
子
・
佐
藤

幸
恵
・
丸
林
和
子
・
村
山
智
佳
子
・

村
山
真
弓
・
樋
口
由
起
子
・
久
保

田
久
美
子
・
小
野
塚
早
苗
・
小
野

塚
幸
子
・
高
橋
和
徳
・
高
橋
仁
．

滝
沢
幹
夫
・
福
原
晃
．
小
野
塚
良

子
・
津
端
正
子
・
中
島
厚
子
・
村

山
昭
雄
・
久
保
田
正
敏
・
高
橋
直

栄
・
村
山
和
宏
・
保
坂
邦
治
．
田

辺
栄
和
・
高
橋
み
ゆ
き
・
村
山
聖

子
・
滝
沢
輝
美
・
佐
藤
美
枝
子
・

樋
口
君
子
・
高
橋
さ
お
り
・
小
堺

モ
ト
子
・
福
原
光
江
・
和
久
井
愛

子
・
佐
藤
一
徳
・
丸
山
健
・
高
橋

孝
夫
・
小
林
要
太
・
関
谷
幸
夫
・

高
橋
修
治
・
村
山
祐
樹
・
本
山
信

幸
・
高
橋
明
夫
・
村
山
と
み
子
・

高
橋
良
一
・
佐
藤
三
雄
・
山
岸
充

宣
・
佐
藤
幸
伸
・
竹
内
福
栄
・
布

施
武
司
・
高
橋
雅
美
・
樋
口
美
保
・

久
保
田
泰
幸
・
久
保
田
雅
子
・
福

原
美
恵
子
・
石
塚
み
さ
子
・
渡
辺

美
千
子
・
樋
口
美
奈
・
佐
藤
こ
ず

え
・
相
沢
安
世
・
相
沢
秋
男
．
中

島
一
男
・
福
原
善
行
・
吉
川
雄
一
．

宮
沢
伸
恵
　
以
上
一
〇
四
名
。

　
　
　
　
　
（
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月
十
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日
分
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年
賀
は
が
き
と
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じ
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う
に
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品
の
当
た
る
“
く
じ
付
”
の
暑
中

見
舞
用
は
が
き
三
種
が
、
六
月
十

六
日
よ
り
発
売
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
賞
品
は
A
・
B
・
C
賞
と
あ
り
、

A
賞
は
21
型
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
四
八

○
本
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
抽
せ
ん
日
・
九
月
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五
日
）

　
御
無
沙
汰
し
て
い
る
方
へ
涼
し

い
．
更
り
を
ど
う
ぞ
。
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夏季火災予防旬間

7月6日～20日
　
ま
も
な
く
梅
雨
も
あ
け
夏
真
盛

り
の
季
節
が
や
っ
て
来
ま
す
。

　
不
用
品
や
、
土
手
草
の
焼
却
を

す
る
時
は
監
視
人
を
付
け
、
溝
火

器
や
水
バ
ケ
ツ
を
用
意
し
、
後
始

末
は
確
実
に
行
い
ま
し
ょ
う
．

　
チ
供
は
花
火
に
夢
中
に
な
り
、

親
の
見
て
い
な
い
所
で
遊
ん
で
い

る
事
が
あ
り
ま
す
。
家
族
そ
ろ
っ

て
楽
し
み
、
　
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー

は
子
供
の
手
の
届
か
な
い
所
に
に

雌
き
ま
し
よ
う
。

　
又
、
気
温
の
L
昇
と
共
に
車
両

火
災
も
多
発
し
ま
す
。
手
入
れ
や

置
き
場
所
に
も
留
意
し
て
下
さ
い
。

こ
よ
み

　
今
年
も
町
民
の
健
康
を
守
る
た

め
に
、
病
気
の
早
期
発
見
を
目
的

と
し
た
「
町
総
合
検
診
」
が
、
六

月
二
十
三
日
か
ら
二
卜
八
日
に
か

け
て
行
わ
れ
、
循
環
器
検
診
の
受

診
率
は
六
f
八
・
五
％
と
昨
年
を

少
し
上
回
り
ま
し
た
。

　
近
年
、
ガ
ン
に
よ
る
死
亡
者
が

急
増
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
せ
い

も
あ
る
の
か
、
肺
ガ
ン
・
胃
ガ
ン
・

子
宮
ガ
ン
検
診
の
受
診
者
も
、
昨

年
よ
り
大
幅
に
増
え
て
い
ま
す
。

　
く
わ
し
い
検
診
結
果
は
、
町
保

健
婦
に
よ
り
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
六
月
の
で
き
ご
と

4
日
　
消
防
団
幹
部
会

5
日
　
出
稼
ぎ
共
助
会

　
　
病
害
虫
調
査
打
合
せ
会

6
日
　
ス
キ
ー
場
宣
伝
協
議
会
役

　
　
員
会

7
目
　
親
チ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

9
日
　
議
会
総
民
委
員
会

12

H
　
衛
生
班
長
会
議

　
　
農
業
者
年
金
相
談
会

13

日
　
議
会
建
設
委
員
会
（
1
4
日

　
　
ま
で
）

16

日
　
議
会
産
経
委
貝
会

17

日
　
選
挙
管
理
委
員
会

18
日
　
参
議
員
選
挙
告
．
小

19

日
　
部
落
総
代
会

20
日
　
選
挙
管
理
委
員
会

21

日
　
衆
議
員
選
挙
告
．
小

23
口
　
町
総
合
検
診
（
2
8
日
ま
で
）

26
H
　
農
業
所
得
調
査
員
会
議

27
H
　
農
業
委
員
会
総
会

30
日
　
議
会
定
例
会
（
1
日
ま
で
）

▼
七
月
の
予
定

－
日
　
議
会
定
例
会

β
日
　
選
挙
管
理
委
員
会

6
H
　
衆
参
同
時
選
挙
投
票
H

7
日
　
　
　
〃
　
　
開
票
日

9
日
　
国
保
運
営
協
議
会

B
日

■
1
4
日

27
日

交
通
安
全
フ
ェ
ァ

県
体
育
指
導
員
研
究
大
会

（
1
3
日
ま
で
）

第
二
回
商
工
会
綱
引
き
大

会第
十
】
回
町
民
体
育
大
会

町総合検診

循環器受診率

　　　68．5％

翻
驚
，

、
嶽
鶏

　
難

　
田
植
後
の
天
気
続
き
で
、
田
ん

ぼ
の
水
が
な
く
な
っ
た
所
も
出
て

来
た
よ
う
で
す
が
、
よ
う
や
く
本

確
的
な
梅
雨
入
り
と
な
り
、
ホ
ッ

と
し
て
い
る
農
家
の
方
も
多
い
こ

と
か
と
思
い
ま
す
。

　
放
牧
さ
れ
た
大
厳
寺
牧
場
の
牛

た
ち
も
元
気
な
姿
を
見
せ
て
い
ま

す
よ
。
行
っ
て
み
て
下
さ
い
。

　
こ
の
時
期
は
、
健
康
管
理
の
難

か
し
い
季
節
で
す
。
早
起
き
を
し

て
ラ
ジ
オ
体
操
で
も
い
か
が
で
す

か
．

広
報
ま
つ
の
や
ま
8
6
年
7
月
号
□
毎
月
－
回
1
0
日
発
行

□
発
行
／
松
之
山
町
倉
㈲
3
1
3
ー
　
　
口
編
集
／
議
会
事
務
局

広報

9
『
、

　　　第1回老人スポーツ大会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　19868月号（恥126）

蹴騰，冒替巖298人（±0）□男≧092人（一1）□女乞2・6人（＋1）臼世帯数1・256戸（一2）


